
    
      
        
      
    

  

本作品は、縦書き表示での閲覧を推奨いたします。横書き表示にした際には、表示が一部くずれる恐れがあります。




ご利用になるブラウザまたはビューワにより、表示が異なることがあります。
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1　泣なかない！







「かさがない……。」

　どしゃぶりの雨あめを前まえに、あたしはつぶやいた。塾じゅくのエントランスで肩かたを落おとす。まさかふるとは思おもわなかった……。

　やむまで待まとうかと思おもったけれど、時じ間かんがもったいない。ヤマト君くんが待まっているから、少すこしでも早はやく家いえに帰かえるんだ！

　あたしは気き合あいを入いれなおすと、バッグに入はいっていた大おおきなビニール袋ぶくろをかぶった。そして、いざ外そとへ出でようとしたとき、

「ハナビ、おつかれ。」

　とつぜん声こえをかけられた。見みると、綾あや瀬せ大和やまと君くんが、かさをさして立たっている。

「ヤマト君くん！」

「まさか、そのかっこうで飛とび出だそうとするとは思おもわなかったよ。」

　ヤマト君くんはククッと笑わらって、

「はい、これ。」

　赤あかいかさを手てわたしてくれた。

「わあ、ありがとう。どうしても早はやく帰かえりたくて……。」

　あたしはかぶっていたビニール袋ぶくろを取とり、くしゃくしゃに丸まるめた。

「何なにか用よう事じ？　愛あい子こさんに買かい物ものをたのまれているから、おれはスーパーによっていくけど、ハナビは先さきに帰かえる？」

「ううん、いっしょに行いく！」

　少すこしでもヤマト君くんといっしょにいたい。あたしは思おもいきって、ヤマト君くんがさしているかさの下したに飛とびこんだ。

「ぬれるぞ？」

「いいのっ。」

　きっぱり答こたえると、ヤマト君くんは、ふっと笑わらって、あたしの場ば所しょをあけるようにエコバッグを反はん対たい側がわの肩かたにかけた。

　あたしは黒くろ沢さわ花はな美び、十四歳さいの中ちゅう学がく三年ねん生せい。ヤマト君くんは三つ年とし上うえだ。アメリカのロサンゼルスに住すんでいて、九月がつから高こう校こう三年ねん生せいになる。今いまは夏なつ休やすみで、日に本ほんに帰かえってきている。

　せっかくヤマト君くんとすごせる貴き重ちょうな時じ間かんなのに、受じゅ験けん生せいのあたしは、夏か期き講こう習しゅうで塾じゅく通がよいの日ひ々び。

　ヤマト君くんといっしょなら、夕ゆうごはんの買かい出だしだって、あたしにとっては大だい事じなデートの時じ間かんだ。スーパーが、まるでショッピングモールのように思おもえてくる。

「あっ、ヤマト君くん、見みて！　おいしそうなベーコン。」

　あたしは、試し食しょく販はん売ばいをしているコーナーの前まえで立たち止どまった。ホットプレートで焼やかれている厚あつ切ぎりのベーコンが、じゅーじゅーと食しょく欲よくをそそる音おとをたてている。

「今いま、すぐそこでウインナーを試し食しょくしたばかりだろ。」

　買かい物ものかごを持もったヤマト君くんが、あきれた顔かおをする。

「だって、ほら、めちゃくちゃいい焼やきかげんだよ～。」

「たしかにうまそうなにおいだな。」

　ヤマト君くんもホットプレートに近ちかづく。

「えんりょなく食たべてみてちょうだいよ。」

　試し食しょく販はん売ばいをしているおばさんが、にっこりと笑わらうと、ヤマト君くんにつまようじをさしたベーコンをわたした。

「ありがとうございます。」

　ヤマト君くんが目めをキラッとさせて、お礼れいを言いう。

「はい、彼かの女じょさんもどうぞ。」

　おばさんがあたしにも声こえをかける。かっ、彼かの女じょさんって、よばれた……。

　ベーコンの肉にく汁じゅうが、口くちの中なかでじゅわっと広ひろがる。おいしいベーコンと〝彼かの女じょさん〟というひびきに、顔かおがとろけてしまいそうだ。

「おばさん、このベーコンをくださいっ！」

　あたしは思おもわず、手てを上あげて言いった。

　それから、魚さかな売うり場ばの前まえでは、いつか『夜よるカフェ』で回かい転てん寿ず司しみたいなことはできないか、という話はなしでもり上あがったり。

　お菓か子し売うり場ばでは、ヤマト君くんがアメリカへ帰き国こくするときの、おみやげのお菓か子しについて相そう談だんしたり……。スーパーでたっぷり楽たのしんだ。

　店みせの外そとへ出でると、ヤマト君くんが重おもたくなったエコバッグを肩かたにかついで、時と計けいを見みた。

「愛あい子こさんからたのまれたのは、牛ぎゅう乳にゅうとアルミホイルだけだったはずなんだけどな……。」

「一時じ間かん以い上じょう、スーパーにいたんだね……。」

「ハナビに、アメリカのスーパーを見みせてあげたいよ。きっと、店みせから出でてこなくなるだろうな。」

　ヤマト君くんが笑わらう。

「アメリカ！　行いってみたい！」

「そうだな。受じゅ験けんが終おわったら、遊あそびにおいでよ。」

「うん！」

　あたしは大おおきくうなずいた。うれしくて、わくわくして、体からだもいっしょにはずんでいる。

　長ながい買かい物ものを終おえて、叔お母ばの愛あい子こさんちへ帰かえった。あたしは今いま、そこで暮くらしている。

　もともとは学がっ校こうでいじめられていたことや、パパとママの口くちげんかがいやになったことで、家いえを飛とび出だしたのがきっかけだ。

　そのころ、ヤマト君くんもあたしと同おなじように家か族ぞくとうまくいかなくて、ひょんなことから出で会あった愛あい子こさんちで暮くらしていた。

　今いまは一いち時じ帰き国こく中ちゅうのヤマト君くんと、もうひとり、あたしの親しん友ゆうの山やま田だ星空ティナちゃんもいっしょに暮くらしているけど、きょうは用よう事じがあって、出でかけている。

「ただいまもどりました。」

　ヤマト君くんがエコバックを持もってキッチンへ向むかうと、愛あい子こさんが顔かおをのぞかせた。

「あら、ありがとう。あっ、そうだ。スイカを食たべない？　キンキンに冷ひえているわよ！」

「食たべる！」

「いただきます！」

　あたしとヤマト君くんは同どう時じに返へん事じをした。

　ぜいたくに大おおきく切きり分わけたスイカを持もって、中なか庭にわに面めんしたテラス席せきにすわる。

　さっきまでふっていた雨あめが熱ねっ気きを冷ひやし、すずしい風かぜがふいていた。風ふう鈴りんの音おとが、どこからともなく聞きこえてくる。

「いただきます！」

　声こえをあわせて、二人ふたりでスイカにかじりついた。

「あま～い。」

　シャリッとしたみずみずしい食しょっ感かんと、ほどよいあまさが口くちの中なかに広ひろがり、熱あつくほてっていた体からだをうるおしていく。夢む中ちゅうになってスイカを食たべていると、ヤマト君くんがつぶやく。

「やっぱ、夏なつはこれだよな。」

「日に本ほんの夏なつは、楽たのしめた？」

　あたしがたずねる。

「おかげさまで、しっかりとね。」

「あたしも！　『夜よるカフェ』にラウラちゃんが来きてくれるようになって、ますます楽たのしくなったし、遊ゆう園えん地ちや花はな火び大たい会かいにも行いったし、満まん腹ぷくだよ。」

　この夏なつ休やすみは、ほんとにいろんなことがあったな。

　ヤマト君くんとＬＩＮＥラインのことがきっかけで、初はじめてケンカをした。だけどそのおかげで、あたしは今いままで〝自じ分ぶんのこと〟しか考かんがえていなかったんだと気きづいた。

　そのことをヤマト君くんにあやまった花はな火び大たい会かいのとき、初はじめてのキスをした……。

　あのときの花はな火びの音おとやセミの鳴なき声ごえが、今いまもこの胸むねに残のこっている。

「あ～あ、夏なつ休やすみが終おわっちゃうね。」

　しまった。今いままで考かんがえたくなくて、さけていた言こと葉ばを自じ分ぶんで言いってしまった。夏なつ休やすみの終おわりは、ヤマト君くんがアメリカへ帰かえっちゃうときだ。

「二学がっ期きが始はじまると、すぐに受じゅ験けんの時じ期きが来きちゃうよね。」

　あたしはとっさに、話わ題だいを変かえた。

「今いまのままの成せい績せきだと、ティナちゃんと同おなじ高こう校こうに行いけないかもしれない。どうしよう。」

「まだまだいくらでも追おいつけるよ。それと、今いまのハナビなら、たとえティナちゃんとちがう高こう校こうになったとしても、そこでうまくやっていけると思おもうよ。」

「そうかな……？」

「ここに来きている『夜よるカフェ』メンバーを見みてみろよ。あんなにいろんな子こたちと仲なか良よくできているんだから、だいじょうぶだよ。」

　ヤマト君くんはきっぱりと言いった。

『夜よるカフェ』っていうのは、『みんなでごはんを食たべられる場ば所しょを作つくりたい』、そんな思おもいで、二年ねん前まえにヤマト君くんとティナちゃんと作つくった、小しょう学がく生せいと中ちゅう学がく生せい限げん定ていのカフェのことだ。愛あい子こさんの自じ宅たくの一いっ角かくにある『三さん丁ちょう目めカフェ』を閉へい店てん後ごに借かりて、毎まい週しゅう水すい曜よう日びの夜よるに開ひらいている。

　中ちゅう学がく生せいだけが集あつまる『中ちゅう学がく生せいナイト』には、髪かみの毛けがピンク色いろをしている子こや、名めい門もん進しん学がく校こうに通かよっている子こなど、いろんな子こが来きている。

「ここに来きたころのハナビとは、もうちがっているんだから、そろそろ自じ信しんを持もってもいいんじゃないかな。」

「うん……。ありがとう。」

「なんて、えらそうに言いっているけれど、おれも高こう校こうを卒そつ業ぎょうしたあとのことを、ちゃんと考かんがえなきゃいけないな。アメリカに残のこるのか、日に本ほんへもどるのか。」

　ヤマト君くんはひとりごとのように言いって、スイカを口くちにした。

「日に本ほんにもどってくる可か能のう性せいもあるってこと!?」

「そりゃあ、あるに決きまってんだろ。だってハナビがいるんだから。」

　言いいながら、ヤマト君くんのほおがほんのり赤あかくなった。あたしはといえば、顔かおがカーッと熱あつくなって、思おもわずうつむいてしまった。

「いいわねえ。絵えになるわねえ。」

　とつぜん、ティナちゃんの声こえが聞きこえてきた。

「ティナちゃん！　いつ、帰かえってきたの!?」

　声こえのするほうを向むくと、出でかけているはずのティナちゃんが、窓まどのすきまからあたしたちを見みて、ニタニタと笑わらっている。

「わたしのことは気きにせず、続つづきをど～ぞ～。」

「そ、そんな……。」

　あたしはもじもじしながら答こたえる。そしてティナちゃんの注ちゅう意いをそらすように話わ題だいを変かえた。

「あっ、ティナちゃんの分ぶんのスイカが、冷れい蔵ぞう庫こに入はいっているよ。」

「そうね。わたしはクーラーのきいた部へ屋やでいただくから、二人ふたりで続つづきをど～ぞ～。」

　ティナちゃんは大おおぎょうに手てを広ひろげて、中なかに入はいっていった。

「続つづきって言いわれても……。」

　あたしはてれくさくて、ふたたびうつむく。

「なんの続つづきなのかな？」

　ヤマト君くんも首くびをかしげたけれど、すぐに話はなしを続つづける。

「とにかく、この夏なつは、いろいろと考かんがえさせられることがあったからな。通つう訳やくをして、ラウラがだんだんとリサやほかの子こたちと、うちとけていく姿すがたを見みていたら、自じ分ぶんがアメリカに行いって、英えい語ごがしゃべれるようになって、それが役やく立だつってことが、うれしかったんだ。

　まだぼんやりとしているけど、自じ分ぶんがこれから何なにをしていきたいのか、具ぐ体たい的てきにアメリカで考かんがえてくるよ。」

「そっかあ。どんな〝やりたいこと〟が出でてくるか、楽たのしみだね。」

「見みえてきたら、いちばんにハナビに報ほう告こくするよ。」

　ヤマト君くんがほほえみかける。

　ヤマト君くんが将しょう来らいのことを考かんがえていく中なかで、あたしのことも想おもってくれている。そのことがうれしくて、胸むねがはちきれそうなほどいっぱいになった。




　それから、あっというまに時じ間かんはすぎて、ヤマト君くんがアメリカへ帰かえる日ひがやってきた。

「わすれものはないよね？　家いえを出でるときに確かく認にんはしたけれど、スマホの充じゅう電でん器きは持もった？」

　空くう港こうの保ほ安あん検けん査さ場じょうの入いり口ぐちで、あたしはヤマト君くんにたずねる。

「だいじょうぶ。」

　いっしょに来きていた愛あい子こさんとティナちゃんは、チェックインカウンターのところで別わかれて、今いまはいない。きっと気きをつかって、二人ふたりだけにしてくれたんだ。

　それにもかかわらず、あたしの口くちから出でてくるのは、くだらないことばかりだ。

「友ともだちへのおみやげは、ぜんぶトランクに入いれていたよね？　あれは、あたしとティナちゃんのオススメのお菓か子しを、しっかり選えらんでおいたから。えっと、ほかには何なにかあったっけ。」

「ハナビ。」

「あとは……。」

「ハナビっ。」

　ヤマト君くんの声こえが大おおきくなる。

「だいじょうぶだよ。ぜんぶ持もったから。いろいろ、ありがとう。」

　あたしの顔かおをのぞくように、笑え顔がおを見みせた。

「うん……。」

　その顔かおを見みて、急きゅうに声こえがつまる。泣なくな、泣なかないもん。こんな帰かえりぎわに泣ないて、ヤマト君くんをこまらせるわけにはいかないんだから。強つよくなるんだ。

　あたしはくちびるをきゅっと結むすんだ。

「無む理りしなくていいよ。」

　ふいに、ヤマト君くんがあたしのほおに手てをふれた。
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「これからは、ハナビがうれしいときや、つらいときや、さびしいときに、いつでも連れん絡らくしていいから。返へん信しんがおそかったり、電でん話わに出でられないときはあるかもしれないけれど、今こん度どは必かならずおり返かえす。」

「ありがとう……。」

　あたしは、ヤマト君くんに手てを重かさねる。

「あたしじゃあ、たよりないかもしれないけど、ヤマト君くんもいやなことがあったら、言いってね。だって……、かっ、彼かの女じょだし……。」

「うん。わかった。」

　ヤマト君くんはそう言いって、あたしをだきよせた。

「彼かの女じょなら、別わかれぎわに、こういうのもありだろ。」

　すぐ耳みみ元もとから聞きこえてくるヤマト君くんの声こえに、ドキドキする。あたしはこの幸しあわせな時じ間かんを胸むねいっぱいにしみこませるように、ヤマト君くんの背せ中なかにぎゅっと強つよくうでをまわした。

　空くう港こうからの帰かえり道みち、こらえていた涙なみだがあふれ出だす。車くるまの中なかで、ティナちゃんはあたしの背せ中なかに、ずっと手てを当あててくれていた。





2　ヤキモチ？







　ヤマト君くんがアメリカへ帰かえってから、一週しゅう間かんがたった。

　今いままでだって、ヤマト君くんはアメリカにいたから、はなればなれになるのはなれている。半はん年とし間かん会あえないくらい、へっちゃらなんだから。そう思おもっていたけれど……。

　ヤマト君くんが使つかっていた部へ屋や、すわっていた席せき、使つかっていたマグカップを見みるたびに、もうここにはいないんだって思おもい知しらされて、胸むねのおくがギューッと苦くるしくなる。

　二学がっ期きが始はじまって、受じゅ験けん生せいにとっては大だい事じな季き節せつだというのに、動うごかなきゃって気き合あいを入いれてみても、どうにも元げん気きが出でてこない。

「うう……。ヤマト君くん……。」

　あたしは『三さん丁ちょう目めカフェ』のソファで寝ね転ころがりながら、つぶやいた。庭にわではセミが鳴ないている。ヤマト君くんがいた夏なつ休やすみは、もう終おわっちゃったのに……。

　きょうは『夜よるカフェ』中ちゅう学がく生せいメンバーの受じゅ験けん生せいたちの勉べん強きょう会かい、『夜よるカフェ塾じゅく』だ。五時じをすぎているので、みんなもそろそろ来くるはず。

　だれかが来きたら、元げん気きよくあいさつをしよう。みんなの顔かおを見みれば、元げん気きも出でるはず。

「ちわっす！」

　タイミングよく、入いり口ぐちから声こえが聞きこえた。

「って、あれ？　だれもいねーの？」

　最さい初しょに来きたのは、鈴すず木き陵りょう馬ま君くんだ。

「リョウマ君くん、おつかれさま～。」

　さっきの気き合あいはどこへ行いったのか、あたしは寝ね転ころがったまま、手てだけを上あげて、かぼそい声こえで返へん事じをした。

「わっ。そこにいたのかよ。おいおい、だいじょうぶか？　体たい調ちょうでも悪わるいのか？」

「だいじょうぶ、たいしたことじゃないから……。」

　なんて、口くちでは言いうけれど、やっぱり気き分ぶん的てきに起おき上あがれず、クッションに顔かおをうずめる。

「あ～、なるほどね～。ティナから聞きいたぞ。ハナビが〝ヤマト君くんロス〟になっているって。まったく、しょうがねえな。」

　リョウマ君くんは、ふうっとため息いきをつくと、カシャッと写しゃ真しんを撮とる音おとを鳴ならした。

「あっ、今いま、何なにを撮とったの!?」

　いやな予よ感かんがして、顔かおを上あげる。

「シャキッとしろっ。今いまのおまえがねそべっている写しゃ真しん、ヤマト君くんに送おくるぞ。」

「それはダメっ。こんな姿すがたは見みせられない！」

　あたしは寝ね転ころがっている状じょう態たいから、なんとか体からだを起おこした。

「やっと起おきたな。」

　リョウマ君くんがニコッと笑わらい、背せ負おっていたケースからギターを取とり出だす。そして、

「それでは、お聴ききください。鈴すず木き陵りょう馬まと黒くろ沢さわ花はな美びで、〝セミの歌うた〟。」

　ペットボトルをマイクがわりにして言いい、低ひくい音おとで一いっ定ていのリズムをきざみはじめた。

「えっ、ちょっと待まって。あたしはそんな歌うた、知しらないしっ。」

　あたしのことを無む視しして、リョウマ君くんは歌うたいだす。

「ミンミンミミン、ミンミーミミンミン、ミンミンミミン、ミンミーミミミン♬　ヘイッ！」

　今こん度どはあたしに、『歌うたえ。』と言いってペットボトルを手てわたす。なんとなく聴きいたことがあるようなメロディーなので、しかたなくまねをして歌うたう。

「ミンミンミミン、ミンミーミミンミン、ミンミンミミン、ミンミーミミミン？」

　こんな感かんじでいいのかわからずに、首くびをかしげると、リョウマ君くんは満まん足ぞくそうにうなずく。

「おれにねてるひまはねえ、食くってるひまもねえ。一週しゅう間かんで死しんでたまるか。おれにとっちゃ、夏なつがすべてだ♬」

　リョウマ君くんがメロディに歌か詞しを乗のせたかと思おもうと、あたしにあごで合あい図ずを送おくる。

「ええ!?　無む理りだよ。」

「だいじょうぶだよ、おれしか聞きいてないんだから、てきとうでいいよ。」

　リョウマ君くんはギターでリズムをきざみながら、あたしが歌うたいだすのを待まっている。しょうがない。こうなったら、やるっきゃない。

「夏なつバテしてるひまはねえ、さびしがってるひまもねえ。これから勉べん強きょうだけど、終おわったらアイスが待まってるよ。」

　音おん程ていも何なにもあったもんじゃないけれど、リョウマ君くんのまねをして、リズムに乗のせて声こえを出だす。

「いいね～。」

　リョウマ君くんが、楽たのしそうにギターをひいているのを見みると、ちょっと自じ信しんが出でてくる。

「さっさと受じゅ験けんを終おわらせて、あたしも、アメリカに行いきたいよ♬」

　だんだんと調ちょう子しに乗のって、楽たのしい気き分ぶんになってきた。リョウマ君くんがコーラスを重かさねる。

「飛とんでけハナビゼミ～、飛とんでけハナビゼミ～♬」

「ヤマト君くんがいるところまで、飛とんでっちゃうよ♬　太たい平へい洋ようも、わたっちゃうぞ～♬」

　最さい後ごはあたしもリョウマ君くんに合あわせて、二人ふたりで力ちからいっぱいさけぶ。

「ミーン！　ミーーーーーン！　ミミミミミミーーーーーン！」

　リョウマ君くんがジャカジャカジャーンッとギターを鳴ならして、曲きょくは終おわった。

「何なに、このへんな歌うた～。」

　あたしはこらえきれずに笑わらいだす。

「ええ？　かっこいいだろ？」

「ぜんぜん、かっこよくないよ。でも楽たのしい歌うただね。なんだか元げん気きが出でた！」

　気きづけば、あたしは立たち上あがっていた。

「ったく。来きたときは、でかいなめくじが、ソファに寝ね転ころがっているのかと思おもったぜ。」

　リョウマ君くんは息いきをはいて、ほほえんだ。

「なめくじ、ただいま復ふっ活かついたしました！」

　あたしはピンと背せ筋すじをのばして、敬けい礼れいをしてみせる。

「リョウマ君くん、いつもありが……。」

　言いいかけたとき、バンッとドアが開あいた。中なかへ入はいってきたのは、中なか園ぞの美み羽うちゃんだった。

「あっ、ミウちゃん、いらっしゃい。」

　あたしは元げん気きいっぱいに声こえをかける。けれど……、

「どーも。」

　ミウちゃんは少すこしそっけない態たい度どで、いすにドサッとすわった。あれ？　おこっている？

　予よ想そう外がいの態たい度どに、少すこし気きが引ひける。

「よお、ミウ。あっ、そうだ。このまえ、おまえがオススメのＣシーＤディーをかしてくれって言いっていたろ？　何なん枚まいか持もってきたぜ～。」

　リョウマ君くんはミウちゃんの態たい度どには気きづいていないのか、〝セミの歌うた〟を鼻はな歌うたで歌うたいながら、バッグからＣシーＤディーを取とり出だした。

　ミウちゃんはさっきまでの態たい度どからコロッと変かわり、リョウマ君くんとＣシーＤディーの話はなしをしている。なんだか、入はいりづらいふんいきだ……。

「ただいま～。」

　出でかけていたティナちゃんが帰かえってきた。

「あ～、ティナちゃん、待まって。」

　ティナちゃんがしめようとしたドアのすきまから、すべりこむように橋はし本もと華か蓮れんちゃんが入はいってくる。

「ティナちゃん、おかえり。カレンちゃん、いらっしゃい。これで全ぜん員いんそろったね。じゃあ、先せん生せい、きょうもよろしくお願ねがいします！」

　あたしは元げん気きよく先せん生せい役やくのカレンちゃんとリョウマ君くんに声こえをかける。

「は～い。じゃあ、きょうもがんばろ～。」

　カレンちゃんが、かん高だかい声こえで返へん事じをした。

　夕ゆう方がたまではダラダラモードだったけど、リョウマ君くんがカツを入いれてくれたおかげで、今いまは勉べん強きょうに集しゅう中ちゅうすることができる。

　あっというまに時じ刻こくは夜よるの八時じをすぎて、カレンちゃんとリョウマ君くんは用よう事じがあるので、先さきに帰かえった。

「ああっ、もう、限げん界かい！　終おわり、終おわり。」

　ティナちゃんが体からだをのばして、立たちあがる。

「ん～、リョウマ君くんに教おしえてもらったときは、わかったと思おもったんだけどなあ。ひとりでやると、わからなくなっちゃう。またあした、ＬＩＮＥラインで聞きいてみよ。」

　あたしは問もん題だい集しゅうをとじて、あとかたづけをする。

「ヤマト君くんが帰かえったとたんに、リョウマ君くんにあまえすぎじゃない？」

　とつぜん、ミウちゃんが冷ひややかな声こえで言いった。

「えっ？」

　聞きき返かえすあたしを無む視しして、

「じゃ、おつかれ。」

　ミウちゃんはリュックを背せ負おって、そのままカフェを出でていこうとする。

「ちょっと、待まちなさいよ。」

　すかさず、ティナちゃんがよび止とめた。

「何なによ、そのイヤミな言いい方かた？　急きゅうにどうしちゃったわけ？」

　ティナちゃんがつめよる。

「思おもったままを言いっただけ。」

　ミウちゃんは悪わるびれる様よう子すもなく、当とう然ぜんでしょと言いわんばかりに、あごを上あげた。

「べつに、ヤマト君くんがいる、いない関かん係けいなく、リョウマ君くんとは前まえからこんな感かんじよ。ねえ、ハナビ？」

　ティナちゃんがあたしを見みる。

「うん。ただ、リョウマ君くんは、お兄にいちゃんみたいな感かんじだから、ちょっとあまえちゃっているのかも。」

　あたしは説せつ明めいしたけれど、ミウちゃんは、まだ納なっ得とくがいかないという顔かおで、あたしを見みる。

「どうだか。」

「ねえ、ミウのほうこそ、やけにリョウマ君くんにこだわっているじゃない。もしかして、好すきなんじゃないの？」

　ティナちゃんが、ミウちゃんの表ひょう情じょうをうかがう。

「はっ？　ちがうし。そういうの、うざいっ。」

　ミウちゃんは、キッとあたしたちをにらみ、そのまま出でていってしまった。

「はあ？　何なによ、あの態たい度ど。」

　ティナちゃんがあっけにとられた顔かおでふりかえる。

「どうしたんだろう……？」

　あたしは首くびをかしげた。来きたときから、少すこしおこっていた気きがする。何なにが気きにさわったんだろう？　あたし、そんなにリョウマ君くんにあまえちゃっていたのかな。

「どうしたもこうしたも、あの態たい度どはぜったいに、リョウマ君くんのことが好すきなのよ。」

　ティナちゃんはうでを組くんで、うなずいている。

「ミウちゃんがリョウマ君くんを!?」

「そう。リョウマ君くんとハナビは仲なかがいいから、ヤキモチを焼やいたのよ。そうだわ、そうにちがいないわ。リョウマ君くんとミウね～。まあ、似に合あわなくはないかもねえ。」

　そういえばいつＣシーＤディーを借かりる約やく束そくをしたんだろう？　あたしはこれまでのミウちゃんの姿すがたを思おもいうかべる。たしかに最さい近きん、ミウちゃんはリョウマ君くんと親したしくしているかもしれない。花はな火び大たい会かいのときも、ミウちゃんはリョウマ君くんのそばにいた。

　それに、今いままでミウちゃんは『夜よるカフェ』の『小しょう学がく生せいナイト』にはあまり関かん心しんがなさそうだったけれど、花はな火び大たい会かい以い降こう、スタッフとして参さん加かするようになっている。

「ほんとだ……。思おもい当あたるふしは、いろいろあるかも！」

「でしょ？　これは、おもしろくなってきたわよ。」

　ティナちゃんは興こう奮ふん気ぎ味みに、笑えみをうかべた。




　ふきげんそうに帰かえってしまったミウちゃんだけど、次つぎの週しゅうの『夜よるカフェ　小しょう学がく生せいナイト』には、ちゃんと準じゅん備びの時じ間かんから来きてくれた。

「ほらね。『小しょう学がく生せいナイト』に来くれば、リョウマ君くんと会あえるからよ。」

　玉たまねぎを切きりながら、ティナちゃんが小こ声ごえで言いった。玉たまねぎのせいで涙なみだもたまっているからか、目めがらんらんとかがやいて見みえる。

　きょうのメニューはウインナーをたっぷり入いれたジャーマンポテトだ。あたしはジャガイモを切きりながら、声こえをひそめて答こたえる。

「でも、きょうはリョウマ君くんはバンドの練れん習しゅうでいないよ。それに、あんまりそれを言いうと、ミウちゃん、いやがるよ。」

「わたしたちに対たいしての、『べつに、リョウマ君くんが目もく的てきじゃない』ってアピールでしょ。もう、素す直なおじゃないんだから～。」

　ティナちゃんは声こえをはずませた。

　料りょう理りの準じゅん備びがととのったころ、ラウラちゃんがいちばん乗のりでやってきた。

「ラウラちゃん、いらっしゃい。」

　あたしは日に本ほん語ごで声こえをかける。

「ハイ（こんにちは）、ハナビ、ミテ。」

　ラウラちゃんは英えい語ごと、かたことの日に本ほん語ごを使つかい、着きているＴティーシャツを指ゆびさした。そでが、肩かたのつけ根ねからざっくりと縦たてに切きられていて、先さきっぽはリボン結むすびしてある。

　かわいらしい肩かたあきのＴティーシャツだ。これって、もしかして、

「自じ分ぶんでアレンジをしたの？　かわいい～！」

「イエス（うん）。インターネットデ、ミタ。スゴイ？」

　ラウラちゃんが得とく意いげに答こたえた。

「すごくかわいい！　キュート。」

　日に本ほん語ごと英えい語ごが入いりみだれているが、スマホの通つう訳やくなしで、かんたんな会かい話わは少すこしずつできるようになってきている。

　それもそのはず。ラウラちゃんは来くるたびに、ミウちゃんやティナちゃんたち〝中ちゅう学がく生せいメンバー〟や、同おなじ学がく年ねんのリサちゃんたちから、日に本ほん語ごを教おしえてもらっているんだ。

　友ともだちどうしで使つかう流は行やりの言こと葉ばや、歌うた。そしてもうひとつ教おそわっているのが……。

「『は？　何なに、見みてんだよ。』ほら、言いってみ。」

　ミウちゃんがラウラちゃんに言いった。

「ハッ、ナニ、ミテンダヨ。」

　ラウラちゃんがまねして言いうと、ミウちゃんがニコッと笑わらう。

「いいじゃん。」

「イイジャン。」

　ラウラちゃんも笑え顔がおを見みせる。学がっ校こうでは、二学がっ期きになっても同おなじメンバーから、いやがらせをされているらしい。

　そんないじめっ子こたちに対たい抗こうするべく、ミウちゃんはいっしょにごはんを食たべながら、毎まい回かいこうやって、相あい手てを〝びびらせる〟日に本ほん語ごを教おしえこんでいる。
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「それは、こわすぎるよ。それよりも、『先せん生せいに言いいつけるよ！』のほうがいいよ。」

　となりのテーブルにいたカレンちゃんが反はん対たいすると、ミウちゃんはすぐに言いい返かえす。

「はあ？　そっちのほうが最さい悪あく。言いわれたほうはますます腹はらが立たって、倍ばいにしてやり返かえしてくるのがオチ。」

「ええっ？　ダメ？」

「わたしもミウと同どう感かん。」

　そこへティナちゃんが、わって入はいる。

「それよりも『あんたたちみたいなやつを相あい手てにすると、こっちまでバカになる。』って言いって、無む視ししつづければいいわよ。」

「すごい、ティナちゃんらしい……。」

　カレンちゃんが両りょう手てで口くちをおおう。

　これがいい対たい抗こう手しゅ段だんなのかはわからないけれど、ラウラちゃんが、会あうたびに明あかるくなっていくのを感かんじる。

　あとかたづけが終おわり、小しょう学がく生せいたちが帰かえっていったころ、カレンちゃんと立たて石いし七なな海みちゃんが、はまっているアニメの話はなしをしていると、

「カレン、ちょっといい？　ここ、教おしえてほしいんだけど。」

　ミウちゃんがバッグから問もん題だい集しゅうを取とり出だして、話はなしかけた。

「もちろん！　ナナミちゃん、続つづきは帰かえり道みちでね。」

　カレンちゃんは声こえをかけて、ミウちゃんの問もん題だい集しゅうをうれしそうにのぞいた。

「ミウも、すっかり受じゅ験けん生せいじゃない。」

　ティナちゃんが、横よこから口くちをはさむ。

「ヤヤコが、毎まい日にちどこまでやったかをＬＩＮＥラインでチェックしてくるから。やらなきゃやらないで、めんどくさい。」

　ミウちゃんは口くちをとがらせる。

「うわ、ヤヤコのチェックって、きびしそ～。ファイトっ。」

　ティナちゃんは同どう情じょうするように、ミウちゃんの肩かたをたたいた。ミウちゃんは、ふうっと息いきをはくと、

「でも、同おなじ高こう校こうに行いってバスケ部ぶに入はいろうって、こっちから言いっちゃったわけだし。」

　キリッとした目めで問もん題だい集しゅうをめくった。





3　文ぶん化か祭さい







　桜さくらの葉はっぱが、ほのかに赤あかく色いろづきはじめ、十月がつがやってきた。

　今こん月げつ最さい初しょの『小しょう学がく生せいナイト』が終おわって、あとかたづけをしていると、

「そういえば、今こん週しゅうの土ど曜よう日び、集しゅう合ごう場ば所しょはどうする？」

　ふいに、ティナちゃんがたずねた。

「え？　土ど曜よう日び？　どこかに行いくの？」

　何なにも予よ定ていが入はいっていないので、わけがわからず聞きき返かえす。

「やだ。カレンの学がっ校こうの文ぶん化か祭さいでしょ。」

「え？　ティナちゃん、文ぶん化か祭さいに行いくの？」

「来きてって、さそわれたけど？」

「ええ？　そうなの？」

　ティナちゃんは当あたり前まえのように言いう。だけど、あたしはまったく知しらない。

　カレンちゃんからは、今こん週しゅう末まつの文ぶん化か祭さいに向むけて準じゅん備びがあるので、きょうの『小しょう学がく生せいナイト』は休やすむとしか聞きいていない……。

「やだ、ハナビには連れん絡らくが来きていないの？」

「わたしも、さそわれてない。」

　そうじをしているミウちゃんが、顔かおを上あげた。キッチンにいるナナミちゃんも手てを上あげる。

「わたしも……。」

「もう、カレンったら。わたしから、みんなに伝つたわるだろうって思おもっていたのね。わたしが言いいわすれたら、どうすんのよ。」

　ティナちゃんはＬＩＮＥラインを確かく認にんしながら言いう。あたしは首くびをかしげる。

「そうなのかな……？」

「ティナだけ、さそわれたんじゃないの？」

　ミウちゃんがズバッと言いった。あたしも、同おなじことを思おもっていた。

「なんで、わたしだけさそうのよ？」

「さあね。ほかの人ひとはさそいたくなかったんじゃないの？」

　ミウちゃんが、あたしとナナミちゃんを見みた。

「ええ？　それはないわよ。それに、みんなが来きてくれたほうが、うれしいでしょ。とにかく、土ど曜よう日びは何なん時じにどこで集しゅう合ごうする？　駅えきに集しゅう合ごうでいいかしら？」

　ティナちゃんはうたがいもせず、話はなしを進すすめる。

「でも、いいのかな？　さそわれていないのに行いっちゃって？」

　あたしがたずねると、ナナミちゃんも不ふ安あんそうに言いう。

「学がっ校こうによっては、チケット制せいの場ば合あいもあるし……。」

「いいじゃん。みんなで行いけば。」

　ミウちゃんがあっさりと言いった。

「そうよ。友ともだちですって言いえば、チケットくらいなんとかなるでしょ。ということで、十二時じくらいに学がっ校こうに着つけばいいわよね？」

　ティナちゃんは当あたり前まえのように言いい、ＬＩＮＥラインでメッセージを打うちはじめる。

「じゃあ、カレンに時じ間かんを連れん絡らくしておくわね。」

「待まった。わたしたちが行いくことは、カレンにはだまっていて。もし、さそいわすれていたなら、当とう日じつ、おどろいてもらえるじゃん。」

　ミウちゃんは笑え顔がおで言いった。けれど、あたしのそばまで来くると、

「これで、たしかめられる。」

と、小こ声ごえで言いった。




　土ど曜よう日び、不ふ安あんが残のこったまま、文ぶん化か祭さい当とう日じつをむかえた。

　朝あさ早はやくに、郵ゆう便びん受うけに新しん聞ぶんを取とりに行いくと、リョウマ君くんが野や菜さいをとどけに、『三さん丁ちょう目めカフェ』にやってきた。

「あっ、そういえば、あしたは何なん時じにどこで集しゅう合ごうする？」

　帰かえりぎわ、リョウマ君くんがたずねる。

「えっ？　あした、何なにかあるの？」

　あたしはすぐに聞きき返かえす。あれ？　このやりとり、なんだか覚おぼえがある……。

「もしかして、カレンちゃんの文ぶん化か祭さい？」

「そうそう。みんなも行いくだろ？」

　リョウマ君くんは、当とう然ぜんのことのように言いう。

「きょう、みんなで行いくよ。」

「はあ？　おれはあしたって聞きいたぞ。おいおい、カレン。日ひにちをまちがえてるじゃねえか。あっぶねー。あした、おれひとりで行いくところだった。」

　リョウマ君くんは笑わらって、胸むねをなでおろす。

　頭あたまの中なかに、もやもやと霧きりが広ひろがっていく。ほんとに、ただのまちがい……？

「どうした？　そんなに深しん刻こくそうな顔かおをして。」

「ううん。なんでもない。それより、きょうはリョウマ君くんも行いける？　カレンちゃんとは、十二時じに校こう門もんの前まえで待まち合あわせをしているよ。」

「ん～、バンドの練れん習しゅうが四時じからあるし、午ご前ぜん中ちゅうに別べつの用よう事じがあるけど、なんとか行いけるかな。おっ、そうなると、こうしちゃいられねえ。早はやく配はい達たつを終おわらせねーと。じゃあな！」

　リョウマ君くんはダッシュで自じ転てん車しゃにもどると、次つぎの配はい達たつ場ば所しょへ向むかっていった。

　ティナちゃんとリョウマ君くん、それぞれを別べつの日ひにさそっているみたいだ。

　あたしたちはさそわれてもいなかった。それなのに、勝かっ手てに行いっちゃっていいのかなって、心しん配ぱいにもなるけど、ほんとうのことをたしかめてみたいという、ミウちゃんの気き持もちも、よくわかる。

　約やく束そくの十二時じ。あたしたちは、カレンちゃんの学がっ校こうの校こう門もんの前まえにやってきた。リョウマ君くんからは、少すこしだけおくれると連れん絡らくが来きている。

　ティナちゃんは、しばらく塾じゅくと学がっ校こうにしか行いっていなかったので、ひさしぶりのお出でかけがうれしいらしく、バッチリメイクをしている。いちだんとはなやかだ。

　ミウちゃんは、黒くろいダボダボのパーカーに黒くろいパンツをはいているので、ピンク色いろの髪かみの毛けが、いつも以い上じょうにきわ立だって見みえ、とっても迫はく力りょくがある。

　おごそかな西せい洋よう風ふうの校こう門もん。さすが、女じょ子しの御ご三さん家け、名めい門もん私し立りつ〝港みなと女じょ学がっ館かん〟といったふんいきの中なかで、かなり人ひと目めをひいていた。

「あっ、ティナちゃ～ん。」

　遠とおくのほうから、カレンちゃんが手てをふりながら、走はしってくるのが見みえる。

　けれどすぐに、ティナちゃんのうしろにいる、あたしやミウちゃんたちの顔かおを見みて、あからさまにおどろいた顔かおをした。

「やっぱりね。」

　となりにいるミウちゃんが小こ声ごえでつぶやいて、あたしを見みた。ほんとだ。これではっきりした。カレンちゃんはあたしたちを、さそうつもりはなかった。来きちゃいけなかったんだ……。
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「わっ、わあ～。みんなも来きてくれて、ありがとう～。」

　カレンちゃんは明あかるい声こえで言いうけれど、ごまかしているんだなって思おもうと、なんて返へん事じをしたらいいかわからない。

「どういたしまして。」

　ミウちゃんは、冷ひややかな声こえで答こたえる。けれどティナちゃんは、

「ほら、だから言いったじゃない。ただの連れん絡らくミスよ。」

　ふりかえって、あたしたちに言いった。カレンちゃんの気きまずそうな顔かおに、気きがついていないみたいだ。

「あっ、うん。そうだね～。ごめんね～。えっと、じゃあ、中なかに入はいろっ……。」

　カレンちゃんが言いいかけたとき、

「おーい！　わるい、おくれたっ。」

　ギターを背せ負おったリョウマ君くんが、走はしってやってきた。

「えっ!?　リョウマ君くん!?」

　追おいうちをかけるようなリョウマ君くんの登とう場じょうに、カレンちゃんの顔かおがさらにこわばる。

「カレン、おまえ、ＬＩＮＥラインには日にち曜よう日びって書かいてあったぞ。あやうく、あした、ひとりで来きちまうところだったぜ。」

「ごっ、ごめん……。」

「まっ、いいよ。きょう、なんとか来こられたし。それより、腹はらへった。早はやく入はいろうぜ。」

　リョウマ君くんがいちばんに、校こう門もんをくぐって中なかへ入はいっていった。

　りっぱな西せい洋よう風ふうの校こう門もんをくぐると、大おおきな銀杏いちょうの並なみ木きが続つづいている。その横よこには、ツタがからまるレンガ造づくりのチャペルや校こう舎しゃがならび、まるで外がい国こくに来きたみたいだ。

　ダークグレーの制せい服ふくを着きた生せい徒とたちは、とてもかしこそうに見みえる。

　ティナちゃん、リョウマ君くん、カレンちゃんの三人にんが前まえを歩あるき、そのうしろをミウちゃん、ナナミちゃん、あたしの三人にんが続つづいた。

　カレンちゃんはうしろの三人にんを無む視しするように、ティナちゃんとリョウマ君くんにばかり話はなしかけている。

　声こえだけ聞きいていると、楽たのしそうな高たかいトーンだけど、表ひょう情じょうが固かたいのはわかる。

　つまんなそうに、かかとを引ひきずって歩あるくミウちゃんからのプレッシャーが、カレンちゃんにもとどいているんだろう。

　校こう舎しゃの中なかに入はいっても、この構こう図ずは変かわらない。ティナちゃんやリョウマ君くんは、あたしたちにも話はなしかけるけれど、カレンちゃんは声こえをかけてこない。

「そろそろ、じゃま者ものは消きえよっか。」

　ミウちゃんが、だるそうに言いう。

「で、でもさすがに、来きたばかりだし……。まだ、何なにも食たべていないし。」

　あたしはお腹なかをさする。

「あっ、カレン。」

　カレンちゃんのクラスメイトらしき子こたちが通とおりかかった。

「お友ともだち？」

　クラスメイトの子こがたずねる。

「うん。ティナちゃんとリョウマ君くんと……。」

　カレンちゃんは、ごにょごにょっと言こと葉ばをにごして、二人ふたりだけをしょうかいした。

「わあ、きれい。スタイルもいいし、モデルとか、やってるんですか？」

　ひとりの子こが、ティナちゃんに聞きいた。

「ぜんぜん、そんなんじゃないです。」

　ティナちゃんが答こたえると、カレンちゃんがすぐにつけくわえる。

「モデルじゃないけど、ティナちゃんはね、大だい学がくの映えい画がサークルの映えい画がに出しゅつ演えんしているの！」

「やっぱり!?　さっき遠とおくから見みて、オーラを感かんじた～。」

　もうひとりのクラスメイトの子こが、横よこから口くちをはさんだ。すると、

「ギター、ひくんですか？　カッコいい～。」

　また別べつの子こが、リョウマ君くんを見みる。

　いつのまにか、ティナちゃんとリョウマ君くんをとりかこむように、輪わができて、あたしとナナミちゃん、そしてミウちゃんはそこから外はずれている。

　中なかに入はいっていくこともできないし、かといって、話わ題だいがあたしたちに向むくこともない。

　地じ味みなあたしよりも、人ひとの目めをひくティナちゃんやリョウマ君くんのほうが、友ともだちにしょうかいするにも、やっぱり鼻はなが高たかいよね。

　カレンちゃんが二人ふたりにしか声こえをかけなかった理り由ゆうが、わかった気きがした。

　だけど、ここまで無む視しされちゃうと、さすがに悲かなしくなってくる。

　カレンちゃんだって、ふだんはあたしたちとも、あんなに楽たのしくおしゃべりしていたのに。あれは、なんだったんだろう……。

「帰かえる。」

　とつぜん、となりにいるミウちゃんが言いいだした。あたしもうなずく。

「うん。そうだね……。ナナミちゃんは、見みておきたい場ば所しょとかはある？」

「漫まん研けんを見みたいかも。」

「じゃあ、そこだけ見みて、何なにか食くって帰かえろ。」

　ミウちゃんがくるっと背せを向むけたとき、リョウマ君くんが輪わからそ～っと外はずれて、あたしたちのところへやってきた。

「いや～、女じょ子しにあんなふうにかこまれると、いやじゃないけど、なれてねえから、つかれる。」

「いつも、女じょ子しにかこまれてるじゃん。」

　ミウちゃんが言いうと、リョウマ君くんはすっとぼけた顔かおで、あたしたちを見みる。

「あっ、そうだった。」

「こらっ。」

　ミウちゃんは、リョウマ君くんにビンタするふりをした。その表ひょう情じょうがうれしそうで、きょう初はじめて見みる笑え顔がおに、思おもわずほっとする。

　ナナミちゃんも同おなじことを思おもったのか、あたしと目めが合あうと、目めを細ほそめた。

　ようやくクラスメイトたちと別わかれると、あたしたちは、カレンちゃんの教きょう室しつの前まえに案あん内ないされた。

　帰かえるって言いいだしたミウちゃんだったけど、リョウマ君くんとしゃべりながら、なんとなく、まだ帰かえらないでいる。

　教きょう室しつの前まえで、カレンちゃんは自じ分ぶんのクラスがもよおしている、アトラクションについて説せつ明めいをした。

「教きょう室しつの中なかは、いくつものコーナーにわかれていてね。そのひとつひとつをまわりながら、クイズやゲームをクリアしていくの。

　そこでもらえるカギのスタンプを集あつめて、ゴールを目め指ざすっていう、〝脱だっ出しゅつゲーム〟で～す。

　でね、カギとは別べつに、各かくコーナーでは得とく点てんがついて、高こう得とく点てんでゴールできれば、最さい後ごに景けい品ひんがもらえるの！」

　カレンちゃんが話はなし終おえると、こういうゲームが大だい好すきなリョウマ君くんは、目めの色いろを変かえて、ミウちゃんを見みた。

「よっしゃあ。目め指ざすはパーフェクト！」

「当とう然ぜんでしょ。」

　ミウちゃんもキラッと目めを光ひからせる。

「よ～し、みんなでがんばろ～！」

　カレンちゃんはティナちゃんとリョウマ君くんの背せ中なかをおして、教きょう室しつに入はいっていった。ろうかに残のこされたミウちゃんは、

「行いくよっ。」

　あたしとナナミちゃんを見みて、くいっとアゴで中なかに入はいれと指さし図ずをする。

「はっ、はい。」

　あたしたちもすばやく、あとを追おった。

　教きょう室しつの中なかへ入はいるとすぐに、黒くろいサングラスをかけた女おんなの子こが、案あん内ない人にんの役やくになりきって、ゲームの説せつ明めいをした。

　そして最さい後ごに、カギのスタンプを集あつめるためのカードに、チーム名めいを書かくように言いわれたので、あたしたち五人にんを代だい表ひょうして、リョウマ君くんが『チーム夜よるカフェ』と書かき、そのスタンプカードを首くびからさげた。

　次つぎのコーナー、その次つぎのコーナーでも、係かかりを担たん当とうしているクラスメイトの子こに、『カレンのお友ともだち？』と聞きかれ、カレンちゃんはそのたびに『まあ……。』とあいまいに答こたえた。

　ティナちゃんやリョウマ君くんとは楽たのしそうに会かい話わをするけど、ミウちゃん、ナナミちゃん、あたしの三人にんには話はなしかけない。

　せまいところで、すぐとなりにいるのに、何なにも話はなさないのは不ふ自し然ぜんに思おもえたので、

「カレンちゃんは、どこのコーナーを担たん当とうしているの？」

　あたしはたずねた。けれど、

「ああ、最さい後ご。」

と、ひとことだけで終おわってしまった。

　気きまずい空くう気きとは裏うら腹はらに、『チーム夜よるカフェ』は、それぞれの得とく意いを生いかして、どのコーナーでも高こう得とく点てんをマークした。

　特とくにミウちゃんとリョウマ君くんの二人ふたりが挑ちょう戦せんした、はしでビー玉だまをつまんで別べつの器うつわにうつすゲームでは、二人ふたりともみごとなはしさばきを見みせて、最さい高こう記き録ろくを更こう新しんした。

　二人ふたりは楽たのしそうにハイタッチをして、なんだかとってもいいふんいきだ。そんな様よう子すを満まん足ぞくそうな顔かおで見みていたティナちゃんが、ミウちゃんにたずねる。

「ミウ、意い外がいとはしの持もち方かたとか、食たべ方かたがきれいよね。」

「意い外がいとって、何なにさ。」

「ほめてるのよ。」

「うち、親おやもだけど、ばあちゃんがきびしかったから。わたしだけ、よくおこられた。」

　ミウちゃんは、遠とおくを見みるように言いった。

　すべてのゲームを終おえ、出で口ぐちまでやってくると、写しゃ真しん撮さつ影えい用ようのコーナーが作つくられていた。

　高こう得とく点てんを取とったあたしたちは、景けい品ひんとして、記き念ねん写しゃ真しんをもらえるんだって。タブレットで撮さつ影えいした写しゃ真しんにその場ばで落らく書がきさせてもらったものを、人にん数ずう分ぶんプリントしてくれるそうだ。

　このコーナーの担たん当とうはカレンちゃんのグループで、係かかりの子こたちはみんなカレンちゃんの仲なかのいい友ともだちだった。

　みんなで撮さつ影えいのコーナーに行いくと、

「この二人ふたりのはしさばきなくして、高こう得とく点てんはなかったわよ。」

　ティナちゃんは感かん心しんするように言いい、ミウちゃんとリョウマ君くんを、前まえの列れつに、となりどうしにならばせた。

　ミウちゃんはいやそうな顔かおはしたけれど、カレンちゃんをチラッと見みて、見みせつけるように笑え顔がおをつくった。

　撮さつ影えいされた写しゃ真しんの中なかで、あたしとナナミちゃんは、写しゃ真しんギリギリのすみっこにならんで立たち、リョウマ君くんとミウちゃん、それからティナちゃんはにっこり笑わらっている。

　そして、カレンちゃんは少すこしだけ、引ひきつった笑え顔がおで写うつっていた。今いまのみんなの心こころの状じょう態たいが、そのまま写うつし出だされたようで、おどろいた。

　写しゃ真しんに落らく書がきをして、全ぜん員いん分ぶんをプリントアウトしてもらっているあいだ、

「そうだ！　せっかくだから、カレンと彼かれ氏しのツーショットを撮とってあげる～。」

　とつぜん、カレンちゃんの友ともだちが言いった。

　えっ？　彼かれ氏し？

　とっさにカレンちゃんを見みる。あたしだけでなく、『夜よるカフェ』メンバーみんなが同おなじことを思おもったらしく、全ぜん員いんの視し線せんがカレンちゃんに集あつまる。

「ちっ……、ちがうよ～。そんなんじゃないってば～。」

　カレンちゃんは、うつむきかげんで、少すこし目めを泳およがせながら、笑わらう。

「も～、てれちゃって。だって、この前まえ、写しゃ真しんまで見みせてくれたじゃない。」

　何なにも知しらない友ともだちは、リョウマ君くんの前まえまで来くると、

「カレンの彼かれ氏しさんですよね？」

　期き待たいの目めを向むけて、たずねた。





4　無む視し







「はっ？」

　ミウちゃんが声こえをあげた。けれどすぐ、その空くう気きをかき消けすように、

「ええ!?　カレンの彼かれ氏し？」

　となりのコーナーにいたクラスメイトたちが、顔かおをのぞかせる。

「あっ、えっと……。」

　とつぜん、たくさんのクラスメイトの子こたちにかこまれたリョウマ君くんは、少すこしこまった顔かおでカレンちゃんを見みる。けれど、カレンちゃんはうつむいたまま、顔かおも上あげられない。

「あっ……、はいっ。彼かれ氏しです。記き念ねんに写しゃ真しんねっ、よしっ。カレン、撮とるぞ。」

　空くう気きを読よんだリョウマ君くんは、カレンちゃんに笑え顔がおで手てまねきをした。

「えっ……。」

　カレンちゃんは顔かおを赤あかくして、気きまずそうにリョウマ君くんを見みる。

「ほら、早はやく来こいよ。」

　リョウマ君くんは明あかるく声こえをかける。

「きゃーーーー！」

「かっこいい～！」

「もうっ、カレンったら、てれちゃって～。」

　クラスメイトたちから、黄き色いろい歓かん声せいがあがった。

　その中なかのひとりがカレンちゃんの背せ中なかをおすと、タブレットをかまえた別べつの子こたちがからかう。

「もう少すこしこう、カップルらしく、くっついて～。」

「こっ、これで、いいの……。」

　当とうのカレンちゃんはガッチガチに固かたまったまま、あたしたちの視し線せんをさけるように、うつむいている。

　リョウマ君くんはニッと笑え顔がおを見みせ、ピースサインをした。ほおを赤あかくそめたカレンちゃんは、ほんの少すこしリョウマ君くんに体からだをよせて顔かおを上あげる。
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　カレンちゃんも、リョウマ君くんのことが好すきだったんだ……。

　写しゃ真しんを撮とろうとしたとき、ミウちゃんは、ぷいっと教きょう室しつから出でていった。

　あとを追おいかけてろうかへ出でると、階かい段だんをおりていくミウちゃんのうしろ姿すがたが見みえた。あたしは、そのあとに続つづく。

　ミウちゃんはそのまま校こう舎しゃの外そとへ出でて、銀杏いちょうの木きの下したにあるベンチにドサッとすわった。あたしが近ちかづいてきたことに気きがつくと、

「すぐに追おいかけてくるなんて、ハナビらしい……。」

　ミウちゃんは、ふっと笑えみをもらす。

「だって、心しん配ぱいだったから。」

　そう言いって、ミウちゃんのとなりにこしかける。

「ハナビって、ほんとおせっかい。まっ、そこがハナビのいいところなんだけどね。」

「いいところなのかなあ……。」

　つぶやいたけど、ミウちゃんはまゆをよせ、けわしい顔かおで横よこを向むいたままだ。

　しばらく沈ちん黙もくが続つづいたあと、ふいにミウちゃんが口くちを開ひらく。

「わたしさ、いやなんだよね。のけ者ものにされるのっ。」

　はき出だすように言いうと、バッグからペットボトルを取とり出だして、いっきに紅こう茶ちゃを飲のみほした。

「もしかしてミウちゃんも、のけ者ものにされたことがあるの？」

「ああ、ハナビも、もとは〝ぼっち〟だったね。」

　ミウちゃんはあたしを見みると、ゆっくりと続つづけた。

「福ふく岡おかにいたころ、ばあちゃんもいっしょに暮くらしていたんだ。こわいばあちゃんでさ、そのばあちゃんが大だい事じにしていた懐かい中ちゅう時ど計けいがあって、すごくステキだったから、わたし、それをそーっと持もち出だして、首くびにかけてみようと思おもったらさ、くさりが切きれて、落おとしちゃったんだよね。で、こわれちゃったんだ。」

「わっ、それはたいへん！」

「その時と計けい、じいちゃんの形かた見みだったらしくて、めちゃくちゃおこられてさ。

　わざとじゃないし、必ひっ死しにあやまったけど、ばあちゃんはそれ以い来らい、口くちもきいてくれなかった。

　何なん年ねんたっても、わたしのことはまるで犯はん罪ざい者しゃあつかいでさ。

　弟おとうとばかりかわいがって、こっちは無む視し。ばあちゃんが旅りょ行こうに行いったとき、弟おとうとにはおみやげを買かってきていたけど、わたしにはなかったし。

　親おやは親おやで、ばあちゃんの言いいなりだから、だれも味み方かたしてくれなかった。わたしだけ、家か族ぞくの中なかでのけ者もの。」

「そうだったんだ……。つらすぎるね。」

　聞きいているだけで、胸むねのおくがしめつけられる。

「今いまもおばあちゃんとは、口くちをきいていないの？」

　あたしはたずねる。

「ばあちゃんは福ふく岡おかに住すんでいるから、あまり会あわないけど、髪かみの色いろにはもんくを言いってるよ。こっちは無む視ししているし、今いまはべつにばあちゃんのことはどうでもいい。

　だけど、こうやって無む視しされるとさ、どうしても思おもい出だしちゃって、頭あたまにきちゃうんだよね。」

　ミウちゃんは飲のみほしたペットボトルを、バコバコ鳴ならしてつぶすと、ふーっと息いきをはいた。

「そりゃ、そうだよ。」

　うなずきながら、ミウちゃんが一いち時じ期きグレていた理り由ゆうがわかった気きがした。そのとき、

「ハナビちゃん。」

　ふいに、ナナミちゃんの声こえが聞きこえた。校こう舎しゃの昇しょう降こう口ぐちから、みんなが出でてくるのが見みえる。

「こんなところにいたんだ。はいっ、ハナビとミウのぶん。」

　ティナちゃんはベンチまで来くると、さっき、みんなで撮とった写しゃ真しんをわたした。

　リョウマ君くんのうしろから、カレンちゃんが顔かおをのぞかせる。

「あっ、あの、びっくりさせちゃって、ごめんね。なんか、友ともだちがかんちがいしちゃったみたいで。

　前まえにね、『夜よるカフェ』の写しゃ真しんをクラスの子こたちに見みせたの。そのときに、恋れん愛あいの話はなしとか、彼かれ氏しの話わ題だいが出でていて、みんなで話はなしているあいだに、なんだか、いつのまにかリョウマ君くんが、その……、そういう感かんじに思おもわれちゃったみたい。」

　カレンちゃんは明あかるい声こえで、あやまった。

「じゃあ、完かん全ぜんに、友ともだちの思おもいちがいってわけ？」

　ティナちゃんが、確かく認にんするようにたずねる。

「うん。勝かっ手てな妄もう想そうです。ほんと、こまっちゃうよね～。」

　笑わらいながら答こたえるカレンちゃんを、ミウちゃんがギロッとにらんだ。

「うそをつくなって。」

　ミウちゃんの冷ひややかな声こえに、まわりの空くう気きがピリッとはりつめる。

「カレンが自じ分ぶんで言いったんだろ？　『彼かれ氏しだ。』って。それで写しゃ真しんを見みせた。〝勝かっ手てな妄もう想そう〟なら、その場ばで否ひ定ていすればいいじゃんか。」

　ミウちゃんはうすら笑わらいをうかべて、カレンちゃんを見みる。

「うっ、うそじゃ……ない……。」

　カレンちゃんは目めをそらして、言こと葉ばをにごす。リョウマ君くん本ほん人にんがいる手て前まえ、ほんとのことは言いいにくいんだろう。

「なあ、言いっておくけど、おれはべつに迷めい惑わくでもなんでもないし。この話わ題だいはもういいだろ？　それより、腹はらがへったから、何なにか食くおうぜ。」

　リョウマ君くんは、さっさとこの場ばをはなれようとする。カレンちゃんもすぐに、話わ題だいを切きりかえる。

「うっ、うん。そうだね。何なに、食たべる!?　あっ、ティナちゃんはさっき、クレープが食たべたいって言いっていたよね～。」

　そのとき、

「こっちを見みろよっ、カレン！」

　とつぜん、ミウちゃんが大おお声ごえを出だした。あたりが静しずまり返かえる。カレンちゃんは硬こう直ちょくした顔かおで、ミウちゃんを見みた。

「やっと、こっちを見みたよ。あんたさ、きょう、いちどだって、わたしたちの顔かおをちゃんと見みた？　会かい話わをしようとした？　ふだんは、『ミウちゃ～ん』とか、『ハナビちゃ～ん』とか、言いっているくせに、きょうの態たい度どはなんだよ!?」

「ちょ、ちょっと、ミウ、落おち着ついて。」

　ティナちゃんが止とめに入はいるけれど、ミウちゃんはその手てをおしのけて、カレンちゃんに近ちかよる。

「そ、そんなつもりじゃ……。」

　カレンちゃんの声こえがふるえている。

「言いっとくけど、わたしはさ、さそってほしかったわけじゃないから。べつに、文ぶん化か祭さいなんか、興きょう味みないし。あまったるい声こえで『ミウちゃ～ん』なんて言いわれたいわけでもないし。だけどさ、ふだんとのギャップがありすぎだろ。あんたにとって、うちらって、なんなの？」

「と、友ともだちだよ……。」

「うそだね。〝ピンクの髪かみをしたヤンキーっぽいやつ〟と、〝おとなしめの陰いんキャラ〟とは、友ともだちって思おもわれたくないから、他た人にんのふりをしていたってことだろ。

　正しょう直じきに言いえよ。最さい初しょからティナとリョウマ君くんしかさそっていない。〝きれいで女じょ優ゆうの卵たまごの友ともだちがいるわたし〟とか、〝かっこいい彼かれ氏しがいるわたし〟をアピールしたかったからだって。」
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　ミウちゃんは鼻はなで笑わらう。

「けっきょくは友ともだちを使つかって、自じ分ぶんが目め立だちたかっただけじゃんか。」

「そっ、そんなんじゃないもん。」

　カレンちゃんの目めに涙なみだがにじむ。

「みんなが来きてくれて、うれしかったもん……。ミウちゃんも、ハナビちゃんもナナミちゃんも、ほんとは、みんなをさそいたかったよ。これは、うそじゃないもん……。」

　カレンちゃんは言いいながら、ボロボロと涙なみだをこぼし、そのまましゃがみこんだ。

　すぐそばにいたリョウマ君くんが、かがんでいるカレンちゃんの肩かたに手てをふれた。そして、

「言いいすぎだぞ。」

　ミウちゃんに言いった。

「こっちだって……、こんなこと、言いいたくないよ。」

　ミウちゃんはボソッとつぶやいて、そのまま学がっ校こうを出でていった。




　その日ひの夜よる、ティナちゃんとテスト前まえの勉べん強きょうをしていても、カレンちゃんとミウちゃんのことが頭あたまからはなれず、まったく手てにつかない。

　カレンちゃんは、あのあとしばらく泣ないていて、少すこし落おち着ついてから教きょう室しつに帰かえっていった。

　やっぱり、きょうは行いかないほうがよかったんだな……。

　カレンちゃんが校こう門もんの前まえであたしやミウちゃんを見みて、気きまずそうな表ひょう情じょうをしたのを見みたときは、すごくショックだった。

「もう、ハナビったら、さっきからだまりこんじゃって。まだきょうのことを引ひきずってんの？」

　ティナちゃんがあたしの顔かおをのぞきこむ。

「だって、そりゃ、あたしだってショックだったもん。まさか、あんなに無む視しされるなんて思おもってなかったから。」

　答こたえると、ティナちゃんは考かんがえこむように天てん井じょうを見み上あげた。

「ＳエスＮエヌＳエス事じ件けんのときもそうだったけど、カレンって、ときどき思おもいがけないことをするよね。」

「あたし、カレンちゃんの気き持もちもわかるんだ……。ティナちゃんとリョウマ君くんに来きてほしかったって。

　塾じゅくでね、ティナちゃんのとなりにいると、ちょっと鼻はなが高たかいもん。『あたし、こんなきれいな子この友ともだちなの。』って、自じ慢まんに思おもってるもん。」

「やだ。ハナビだって、ステキよ。わたしの自じ慢まんの友ともだちなんだから。」

　ティナちゃんが顔かおを上あげる。

「ありがと。」

　ちょっとてれてお礼れいを言いうと、ティナちゃんがあたしの頭あたまをちょこんとこづく。

「何なに、お礼れいなんて言いってんのよ。」

　そう言いったあと、すぐににんまりする。

「それよりさ、まさか、カレンまでリョウマ君くんを好すきだったとはね～。モテモテ。」

「カレンちゃんの気き持もち、リョウマ君くんにはバレちゃったよね？」

「顔かお、まっ赤かだったものね。」

「あ～あ、この話はなしで、カレンちゃんと恋こいバナできたはずなのに、こんなことになるなんて。」

　ノートに目めを落おとしても、あたしたちを無む視しするカレンちゃんを思おもい出だす。

「でもさ、ミウもあんなにおこらなくてもよかったんじゃない？　やっぱりミウもリョウマ君くんのことが好すきだからかな～。」

　ティナちゃんが、またニヤニヤしたから、あたしはあわてて言いう。

「ちがうよ。ミウちゃんがおこるには、おこるわけがあるんだよ。」

「そっか～。」

　ティナちゃんはつぶやいたけれど、すぐに、

「ハ～ナ～ビ。そろそろわたしたち、頭あたまを切きりかえないと、さっきからページがまったく進すすんでない。あしたからの試し験けんで、痛いたい目めにあうわよ。」

　ティナちゃんが注ちゅう意いをひくように、テーブルをトントンッとたたいた。

　あしたは塾じゅくの模も試しで、あさっての月げつ曜よう日びと火か曜よう日びの二ふつ日か間かんは、学がっ校こうの中ちゅう間かん試し験けんだ。二学がっ期きの中ちゅう間かん、期き末まつ試し験けんは、受じゅ験けんの内ない申しん点てんにかかわってくる大だい事じな試し験けん。

　リョウマ君くんからも、『塾じゅくの模も試しは落おとしても、ここだけは落おとすな！』と何なん度ども、何なん度ども言いわれた。

「そうでしたっ。あ～あ、いやだな。テストが三みっ日か間かんも続つづくなんて……。拷ごう問もんのようだよ。」

　あたしは、ゆっくりと社しゃ会かい科かの教きょう科か書しょを手てに取とる。けれど、どうにもこうにも集しゅう中ちゅうできず、覚おぼえなきゃいけない用よう語ごは、右みぎから左ひだりへぬけていく。何なによりも、きょう起おこった事じ件けんのことで、頭あたまの中なかはいっぱいだった。




　次つぎの日ひ、塾じゅくで行おこなわれた模も試しは、ティナちゃんの予よ言げんどおり、さんざんだった。

　国こく語ごだけは他ほかの教きょう科かよりも得とく意いだと思おもっていたはずなのに、今こん回かいはボロボロ。

「どうしようっ、ティナちゃん。あたし、受じゅ験けんはもうダメかも。」

　帰かえり道みち、あたしは弱よわ音ねをはいた。

「わたしも、今こん回かいはどの教きょう科かもまったく手てごたえがなかったわ。」

　めずらしく、ティナちゃんも肩かたを落おとす。

「数すう学がくの試し験けんのときなんて、なんのためにこんな問もん題だいを解といているのかすら、わからなくなったわ。中ちゅう学がく三年ねんのこの大たい切せつな青せい春しゅん期きに、何なにが楽たのしくて、毎まい日にち、毎まい日にち、教きょう科か書しょや問もん題だい集しゅうばかり見みていないといけないのよっ。

　あんな計けい算さん式しきなんて、日にち常じょうで使つかう!?　生いきていく上うえで、必ひつ要ようなわけ!?」

　落おちこんでいたティナちゃんが、だんだんと怒いかりモードに変かわっていく。

「行いきたい学がっ校こうでもあれば、そのために頑がん張ばるってなるかもしれないけど、それがないと、どうにもがんばれないよね……。」

　あたしは答こたえながら、中ちゅう学がく受じゅ験けんのときのことを思おもい出だした。

　そういえばあのときは、同おなじ小しょう学がっ校こうでヤヤコたちにいじめられていたから、ただひたすら、『中ちゅう学がくではヤヤコとちがう学がっ校こうに入はいる』ためにがんばっていた。

　不ふ合ごう格かくになったときは、この世よの終おわりかと思おもったくらい落おちこんだけれど、今いまとなっては、それでよかったって、心こころから思おもえる。

　だって、もし合ごう格かくしていたら、ティナちゃんと出で会あえていなかったもん。

　そうすると、『夜よるカフェ』だって、できていなかったかも……。それにヤヤコだって、本ほん音ねで話はなしてみると案あん外がいいい子こだったし。

　あたしは、ティナちゃんのとなりを歩あるきながら、今いまある日にち常じょうのよろこびを、しみじみとかみしめた。

「うん？　どうしたの？」

　視し線せんに気きがついたティナちゃんがふりむく。

「ううん。なんでもない。」

「あっ、そうだ、ハナビ！」

　ふいに、ティナちゃんが足あしを止とめて、

「あしたからの中ちゅう間かん試し験けんをがんばるために、あまいものでも飲のんで帰かえりましょ！」

　通とおりかかったカフェを指ゆびさした。入いり口ぐちの横よこに置おいてある立たて看かん板ばんには、生なまクリームがたっぷりとのった、イチゴミルクフラペチーノの写しゃ真しんがはってある。

「わっ、賛さん成せい！」

　ティナちゃんといっしょにいられるなら、学がっ校こうなんて、どこだっていいや。あたしはうなずいて、カフェに入はいっていくティナちゃんのあとを追おった。





5　学がっ校こう見けん学がく







　塾じゅくの模も試しに続つづいて、月げつ曜よう日びから始はじまった中ちゅう間かん試し験けんが終おわり、水すい曜よう日びの『夜よるカフェ　中ちゅう学がく生せいナイト』の日ひがやってきた。

　これで少すこしは気き持もちが楽らくになるかと思おもいきや、塾じゅくの先せん生せいも学がっ校こうの先せん生せいも『休やすんでいる暇ひまはないぞ！』と言いわんばかりに、採さい点てんしたテスト結けっ果かを、すぐにもどしてきた。

　きのう返かえされた塾じゅくの模も試しは、ひと目め見みただけで、バッグの中なかにおしこんでしまったくらい、悲ひ惨さんな結けっ果か……。

　きょう学がっ校こうで返かえってきたものはどれも、前まえよりも点てん数すうがあがっていた。ほんの少すこし、光ひかりが見みえた気きがした。けれど……。

「まったく。先せん生せいたちも、こんなにすぐに採さい点てんして返へん却きゃくなんてしないで、気きが休やすまる時じ間かんを少すこしはくれてもいいのに！　わたしなんか、放ほう課か後ご、担たん任にんに呼よび出だされたんだから。『今いまのままだと、あぶないぞ』って。」

　ティナちゃんがお皿さらをテーブルにならべながら言いった。ティナちゃんの試し験けん結けっ果かは、あたしとは真ま逆ぎゃくで、模も試しがよくて、中ちゅう間かん試し験けんの方ほうがダメだったらしい。

「呼よび出だしをくらう人にん間げんが、気きを休やすめてどうすんの。きょうだって、のんきにグラタンを作つくってる場ば合あいじゃないんじゃないの？」

　久ひさしぶりに『夜よるカフェ』にやってきたヤヤコが、バシッと言いい放はなつ。

「はあ？　いやな感かんじ～。そういうヤヤコだって、呼よび出だされていたじゃない。」

「わたしは『この調ちょう子しで、がんばれ。』って言いわれただけっ。ねえ、それより、きょうはどうしたの？　ティナ以い外がい、みんな暗くらくない？」

　ヤヤコは席せきにつくなり、あたしたちを見みまわした。

　きょうの参さん加か者しゃはティナちゃん、ミウちゃん、ナナミちゃん、あたしとヤヤコの五人にんだ。リョウマ君くんは部ぶ活かつで欠けっ席せき。カレンちゃんからの連れん絡らくは、文ぶん化か祭さい以い降こう、いっさいない。

「いろいろあったのよ。でも、ヤヤコには教おしえな～い。ねえ～？」

　ティナちゃんはヤヤコから視し線せんをそらして、ミウちゃんを見みた。ミウちゃんは知しらん顔かおをして、できあがった料りょう理りを自じ分ぶんの皿さらによそっている。

　きょうのメニューはマカロニグラタンとサラダだ。グラタンは大おお皿ざらにチーズをたくさんふりかけて焼やいた。トロッととけたチーズのいい香かおりがただよっている。

　ヤヤコはだまったまま、あたしの顔かおをじっと見みた。これは『説せつ明めいして』という意い味みなんだろうな……。

　あたしはプレッシャーに負まけて、言こと葉ばを選えらびながら、文ぶん化か祭さいで起おこったことを説せつ明めいした。

　もちろん、ミウちゃんがリョウマ君くんのことを好すきかもしれないということに関かんしては、いっさいふれていない。

「ふ～ん。そういうこと。どっちもどっちって感かんじだけど、文ぶん化か祭さいで泣なかせちゃったんでしょ？　それはミウが言いいすぎたね。」

　ヤヤコはミウちゃんを見みて、続つづける。

「だいたい、それほど興きょう味みがない学がっ校こうなら、行いかなきゃよかったのに。自じ分ぶんが受じゅ験けんしたい学がっ校こうってわけでもないんでしょ？　そんなことで、むだなエネルギーを使つかっていないで、勉べん強きょうしなよ。もう十月がつだよ。最さい近きん、ぜんぜん勉べん強きょうの報ほう告こくが来こないし、だいじょうぶなの？」

　ミウちゃんはまったく答こたえる気きはないらしく、見み向むきもしない。けれど、ヤヤコは気きにせず、けしかけるように言いう。

「いっしょの高こう校こうでバスケ部ぶに入はいるって約やく束そくをしたのに、わたしだけ合ごう格かくとか、やめてよ。」

「わかってるよっ。」

　ミウちゃんが、バンッと皿さらをテーブルにおいて、言いい返かえす。

「こっちだって、好すきでもめているわけじゃないし。だいたい、なんで、ヤヤコだけ合ごう格かくする設せっ定ていなんだよ。」

「はっ？　当あたらないでくれる？　こっちは心しん配ぱいして言いっているのに。」

「べつに、当あたってないし。」

　ミウちゃんは、グラタンの大おお皿ざらを乱らん暴ぼうに中ちゅう央おうにもどす。

「ほら、キレてんじゃん。」

「もうさ～、『夜よるカフェ』の時じ間かんくらいは、勉べん強きょうのことはわすれさせてよ。中ちゅう間かん試し験けんはさんざんだったし、今いまはやめない？」

　ティナちゃんももんくを言いいながら、グラタンを自じ分ぶんの皿さらによそい、大おお皿ざらをおし出だすように中ちゅう央おうにもどす。

　少すこしでもへたなことを言いえば、イライラのほこ先さきを自じ分ぶんに向むけられそうで、何なにも言いえない。空くう気きが重おもいなあ……。

　ナナミちゃんも、同おなじことを感かんじているのか、気け配はいを消けすように小ちいさくなって、マカロニを一本ぽんずつ食たべていた。

　チーズがたっぷりとけて、いい焼やき色いろがついているのに、せっかくのグラタンが、ぜんぜんおいしく感かんじられない。

　ヤマト君くん……、どうしよう。こんな『夜よるカフェ』は、初はじめてだよ。

　食たべ終おわって、かたづけをしている最さい中ちゅうも、この空くう気き感かんは変かわらなかった。

　みんな、口くちにはしないけれど、イライラした思おもいは、ドシドシ歩あるく音おとや、ドンッと物ものをおく音おと、バタンッと引ひき出だしをしめる音おとを通とおして伝つたわってくる。

　ホウキを持もって、キッチンへもどってきたナナミちゃんと、中なかから出でようとしたヤヤコが、入いり口ぐちのところですれちがう。

　ナナミちゃんはよほどこわいのか、ヤヤコに道みちを開あけるように、わざわざキッチンの外そとへ出でて、かべにへばりつくように立たった。すると、

「そんなにビクビクされると、よけい気きになるから。」

　ヤヤコは、かったるそうに言いい、通とおりすぎる。

「ごめんなさい。」

　ナナミちゃんは小ちいさな声こえであやまった。すると、

「べつに、あやまれって言いっていない。」

　通とおりすぎたはずのヤヤコが、わざわざふりかえった。

「ごっ、ごめ、あっ、すいません……。」

「だいたいさあ、あんた、いつもだまってんじゃん。何なに、考かんがえてんの？　みんながトゲトゲしくやりあってんのにさ。何なにも感かんじないわけ？」

　ヤヤコがじりじりとつめよる。ナナミちゃんは、今いまにも泣なきだしそうだ。

「ナナミちゃんに当あたらないで。」

　あたしはヤヤコを止とめに入はいった。

「当あたってないし。」

　そっぽを向むくヤヤコに、今こん度どはティナちゃんがつっかかる。

「当あたってるじゃない。さっきから料りょう理りの運はこび方かたが乱らん暴ぼうよ！」

「それは、ティナだっていっしょ。引ひき出だしをバンッてしめたとき、食しょっ器きがわれそうだったよ。」

「はあ？　それは、ミウのことでしょ？」

「はっ？」

　まきこまれたミウちゃんが、ティナちゃんをにらむ。

「音おとが大おおきかったのは、みんないっしょだよ！」

　あたしは声こえをはり上あげて言いった。

「ああっ、もう。ただでさえ、受じゅ験けんや家いえのことでいっぱいいっぱいなんだから、よけいなゴタゴタをふやさないでよ。」

　ヤヤコは舌した打うちをして、荷に物もつを持もつと、

「こういうのが、めんどくさいんだよ。」

　はきすてるように言いって、出でていった。




「はあああ～。」

　あたしはソファの上うえに手てを広ひろげて、バタッとたおれた。

　きょうの『夜よるカフェ』のふんいきは、思おもい出だすだけでもつらくなる。ごはんが、ぜんぜんおいしく食たべられなかった……。

　ヤヤコは、あれだけおこって帰かえっちゃったから、もう来きてくれないかもしれない。こんなふんいきが、これからも続つづいたら、きっとだれも来こなくなっちゃうんじゃないかな？

　そんな不ふ安あんが、じわじわと心こころの中なかにひろがっていくのを感かんじた。




　金きん曜よう日び。学がっ校こうに行いって、それから塾じゅくへ行いって勉べん強きょうして、塾じゅくから帰かえっても勉べん強きょうして、ようやくねる時じ間かんがやってきた。

「はあ。」

　ため息いきをつくと、まくらの上うえに顔かおをおしつけた。

「ねえ、ハナビ。たまには、出でかけない？」

　となりにいるティナちゃんがきいてきた。

「え？　出でかけるのは大だい歓かん迎げいだけど、どこに行いくの？」

「カイト君くんの学がっ校こう～。」

　意い外がいな行いき先さきにおどろいて、あたしは体からだを起おこす。

　佐さ久く間ま海かい斗と君くんは、ティナちゃんが出しゅつ演えんした映えい画がを撮さつ影えいした松まつ永なが律りつさんの後こう輩はいだ。ティナちゃんの大だいファンでもある。

「文ぶん化か祭さい？」

「ううん。文ぶん化か祭さいはまだ先さきなんだけど、学がっ校こうを見けん学がくさせてくれるって。」

「カイト君くんの学がっ校こうっていったら、リツさんの大だい学がくの付ふ属ぞく高こう校こうだよね？」

「そうよ。カイト君くんから学がっ校こうの話はなしを聞きいたんだけどね、演えん劇げき部ぶと映えい画が研けん究きゅう会かいが合ごう同どうで映えい画がを制せい作さくしたり、文ぶん化か部ぶどうしがコラボをして昼ひる休やすみに校こう内ないで流ながす情じょう報ほう番ばん組ぐみを作つくったり、商しょう品ひんを作つくって商しょう店てん街がいにお店みせを出だしたり、クリエイティブな活かつ動どうがすごくさかんなんだって。」

「へえ～。おもしろそう！」

　あたしはさらに体からだを起おこして、ふとんの上うえにすわった。

「でしょ？　ハナビなら、きっと興きょう味みがあるだろうなって思おもったの。じゃあ、連れん絡らくしておくわね！」

「うん、よろしくお願ねがいします！」

　うわあ、急きゅうにテンションがあがってきた。カイト君くんの学がっ校こうっておもしろそう。しかも、学がっ校こう見けん学がくっていうことなら、堂どう々どうとした気き分ぶんで行いける。




　翌よく日じつ、ティナちゃんといっしょに早はや起おきをして、カイト君くんの学がっ校こうへ出しゅっ発ぱつした。

　地ち図ずで見みると、カレンちゃんの学がっ校こうのそばにあることに気きがついた。

　電でん車しゃを乗のりついで、駅えきの改かい札さつ口ぐちに到とう着ちゃくすると、

「ティナさん！　ハナビさん！」

　カイト君くんがあたしたちを出でむかえてくれた。

「来きてくださって、ありがとうございます。」

「こちらこそ、ご招しょう待たいいただきまして、ありがとうございます。きょうは、よろしくお願ねがいします。」

　ていねいなあいさつにつられて、あたしもおじぎをして答こたえる。

「では、さっそく、学がっ校こうまでご案あん内ないします。」

　カイト君くんがツアーガイドのように手てを上あげた。

　大おお通どおりから細ほそい道みちに入はいり、住じゅう宅たく街がいの中なかを歩あるいていると、広ひろい校こう庭ていが見みえた。キレイな校こう舎しゃが、そのまわりをかこんでいる。

　校こう庭ていではサッカー部ぶが活かつ動どうしていて、そのわきではチアリーディング部ぶが練れん習しゅうをしていた。

　学がっ校こう自じ体たいは土ど曜よう日びはお休やすみだけど、文ぶん化か祭さいに向むけて、生せい徒とは自じ由ゆうに登とう校こうして準じゅん備びをしているらしく、何なん棟とうもある校こう舎しゃを、大おおきな荷に物もつをかかえた生せい徒とたちが行いき来きしている。

　その様よう子すだけでも、学がっ校こうの活かっ気きを感かんじる。

　オープンスクールでもないのに、カイト君くんは堂どう々どうと、あたしたちを校こう舎しゃの中なかへ案あん内ないした。

「すごい。ミウちゃんみたいに、髪かみの毛けがピンク色いろの子こがいる。ヘアカラーは禁きん止しされてないんですね？」

　あたしはカイト君くんにたずねる。

「はい。なんでもだいじょうぶです。パーマをかけたり、モヒカンにしている生せい徒ともいますよ。」

「すごい、すごいね、ティナちゃん。こんな学がっ校こうがあるなんて。それに制せい服ふくも、スカートとパンツ以い外がいは自じ由ゆうなのかな？　Ｔティーシャツを着きたり、ポロシャツだったり、いろんなスタイルの子こがいて、とってもおしゃれだよ。」

「いいわね。もし入はいれたら、コーディネートするのが楽たのしそうね。」

　ティナちゃんも目めをかがやかせている。

「入にゅう学がく式しきや卒そつ業ぎょう式しきなど、正せい装そうで参さん加かしなければいけないイベント以い外がいは、トップスは自じ由ゆうに着きていいんです。イベントといえば、運うん動どう会かいや、文ぶん化か祭さい、合がっ唱しょう祭さいなど、生せい徒と会かいが主しゅ体たいとなるイベントは、毎まい回かい、テーマや競きょう技ぎ内ない容ようを、生せい徒とが考かんがえるんですよ。

　学がく食しょくでは、料りょう理り研けん究きゅう同どう好こう会かいが考かんがえたメニューを出だしたり。生せい徒とたちの〝やりたい〟という思おもいを、先せん生せいたちも応おう援えんしてくれるんです。」

　カイト君くんはろうかの掲けい示じ板ばんにはられた写しゃ真しんを指ゆびさしながら、説せつ明めいした。

「わあ、いいな～。自じ分ぶんたちで考かんがえられるなんて、ちょっと『夜よるカフェ』みたいだね。」

　あたしは写しゃ真しんをながめながら、ティナちゃんに話はなしかけた。すると、ティナちゃんとカイト君くんが顔かおを見み合あわせてほほえむ。

「そうなんです。ティナさんから、『夜よるカフェ』で〝山さん賊ぞくナイト〟や〝イースター〟イベントをやったというお話はなしを聞きいて、うちの学がっ校こうも似にたようなことをしているよって、お話はなししていたんです。」

「ハナビはぜったいに、好すきだろうなって思おもったの。ねっ。」

　ティナちゃんはカイト君くんのうでにそっと手てをふれた。

　校こう舎しゃをひととおり案あん内ないしたあと、カイト君くんは部ぶ室しつ棟とうを見みせてくれた。

　ここは、教きょう室しつの半はん分ぶんくらいのサイズの部へ屋やが、ずらりとならんでいて、かべにはそれぞれの部ぶ活かつをしょうかいするように、いろんなものがはられている。

　写しゃ真しん部ぶ、軽けい音おん部ぶ、演えん劇げき部ぶ、ファッションデザイン部ぶ、アニメーション部ぶ、オカルト研けん究きゅう会かい、サブカル研けん究きゅう会かい、コスプレ研けん究きゅう会かい、ユーチュー部ぶなどなど、部ぶ活かつや同どう好こう会かいのかんばんがいくつもならび、名な前まえを見みているだけでもワクワクしてくる。

「ここが、ぼくが所しょ属ぞくしている映えい画が研けん究きゅう会かいの部ぶ室しつです。」

　カイト君くんがおくから二番ばん目めの部ぶ室しつの前まえで立たち止どまった。ろうかのかべには、いろんな名めい作さく映えい画がのポスターといっしょに、部ぶ活かつで撮さつ影えいした映えい画がらしきポスターもはられている。

　その中なかに、きれいな女おんなの子こが、タクシーの後こう部ぶ座ざ席せきに乗のっているチラシがはってある。

「これは、もしや～!?」

　あたしが指ゆびをさして、ティナちゃんを見みると、

「はい！　ここのＯオーＢビーであるリツ先せん輩ぱいが監かん督とくし、ティナさんがゴースト役やくで出しゅつ演えんしている『ゴーストタクシー』のチラシです。大だい学がくの学がく園えん祭さいで、公こう開かい予よ定ていです！」

　カイト君くんがうれしそうに拍はく手しゅをする。あたしもつられて、いっしょに拍はく手しゅをした。

「う～、こうやって見みると、緊きん張ちょうしてくる～。」

　ティナちゃんは手てで胃いのあたりをおさえる。

　そうだった、ふだんは自じ信しんに満みちあふれたようなティナちゃんだけど、前まえの映えい画がに出しゅつ演えんしたときも、上じょう映えいされる直ちょく前ぜんには、ほとんど口くちもきけないくらい、緊きん張ちょうをしていた。

「だいじょうぶです！　映えい画がを千本ぼん以い上じょう観みてきたぼくが、いいと思おもったんです！　ティナさんはオンリーワンであり、ぼくのナンバーワンです！」

　カイト君くんが、ティナちゃんの両りょう手てをにぎりしめた。

「そっ、そうかな。」

　ティナちゃんは、ほっとしたように、顔かおを上あげる。

　あたしがニコニコしながら二人ふたりを見みていると、ティナちゃんがカイト君くんに、何なにか目め配くばせをして、二人ふたりでならんで立たった。そして、

「じつはね、ハナビに大だい事じな発はっ表ぴょうがあります。」

　ティナちゃんはあらたまって、真しん剣けんな表ひょう情じょうを見みせる。

「わたしと、カイト君くん、正せい式しきにおつきあいすることになりました！」

「あっ、やっぱり？　そうだろうなって思おもっていたよ。」

　あたしは笑わらって答こたえた。
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「ええ？　どうしてわかったの？」

　ティナちゃんがおどろいた顔かおをする。

「ええ？　バレてないと思おもった？　二人ふたりとも、あんなに好すきオーラが全ぜん開かいだったのに？」

　あたしもおどろいて、たずねる。

「ハナビにはどうしても、二人ふたりいっしょに伝つたえたかったの。それで、どうせ伝つたえるなら、おどろかせようと思おもって、〝友ともだちふう〟な演えん技ぎをしていたのに。

　そんなにわかりやすかった？　こんな演えん技ぎ力りょくで、わたし、だいじょうぶかしら。」

　ティナちゃんがまた心しん配ぱいそうな顔かおをすると、すぐにカイト君くんがはげます。

「だいじょうぶです！　ハナビさんは親しん友ゆうなので、人ひといちばい、するどいんです。」

『そういうストレートなやりとりで、バレたんだよー。』と、心こころの中なかでつっこみながら、あたしはほほえましい二人ふたりをながめていた。




　先せん輩ぱいからよび出だされたカイト君くんとは、部ぶ室しつ棟とうの前まえで別わかれた。別わかれぎわ、あたしたちはなんども、きょうのお礼れいを伝つたえた。

　校こう門もんを出でるとき、あたしはもういちどふりかえって、校こう舎しゃを見みた。ティナちゃんも、同おなじように校こう舎しゃをじっと見みている。

「ティナちゃん、きょうはさそってくれて、ありがとう。なんだか、世せ界かいが広ひろがったみたい。あたし、この学がっ校こうに行いきたいかも。」

「わたしも、同おなじことを考かんがえていたわ。」

「勉べん強きょう、がんばろうね！」

「うん。ぜったい、受うかるわよ！」

　ティナちゃんとたがいに手てを差さし出だして、かたくにぎりしめ合あった。




　最も寄より駅えきまでの道みちには、いろんな制せい服ふくの学がく生せいたちが歩あるいていた。このあたりは、ほかにも学がっ校こうが多おおく、学がく生せい街がいになっているらしい。

　カレンちゃんと同おなじ学がっ校こうのグレーの制せい服ふくを着きた子こたちを見みかけるたびに、カレンちゃんはいないかと、目めで追おってしまう。

　お腹なかがすいたので、ティナちゃんと二人ふたりでファミリーレストランに入はいると、中なかは学がく生せいであふれていた。

　ボックス席せきにすわってそれぞれピザとパスタをたのみ、料りょう理りが運はこばれてくるのを待まっていると、グレーの制せい服ふくを着きた女おんなの子このグループがお店みせに入はいってくるのが見みえた。

　そのグループの先せん頭とうにいる子この顔かおを見みて、思おもわず息いきをのんだ。

　カレンちゃんの文ぶん化か祭さいで、写しゃ真しんを撮とってくれた子こだ。その子このうしろにいる子こもとなりにいる子こも、みんな見み覚おぼえがある。

　あの撮さつ影えいコーナーにいた、カレンちゃんのいちばんの仲なか良よしグループの子こたちだ。

　けれどそこに、カレンちゃんの姿すがたは見みあたらなかった。





6　ひとりぼっち







　カレンちゃんの友ともだちグループは、ホールスタッフに案あん内ないされて、少すこしはなれた四人にん席せきにすわった。

「ハナビ、どうしたの？」

　向むかいの席せきにいるティナちゃんがたずねた。ティナちゃんからは見みえない位い置ちなので、あたしは小こ声ごえで伝つたえる。

「カレンちゃんの友ともだちが来きているの。でも、カレンちゃんはいないみたい。」

「え？」

　ティナちゃんは、チラッとふりかえる。

「ほんとだ、撮さつ影えいコーナーにいた子こたちね。カレンは、あとから来くるのかしら？」

「もし会あったら、なんて声こえをかけようかな。」

「ＬＩＮＥラインを送おくっても返へん事じがないから、直ちょく接せつ話はなせるなら、ちょうどいいじゃない。なんだったら席せきを移い動どうして、いっしょに食たべましょ。あっ、来きた来きた～。」

　ティナちゃんはうれしそうな声こえをあげる。来きたのは、カレンちゃんではなく、注ちゅう文もんした料りょう理りだった。

　ホールスタッフが、ホクホク湯ゆ気げが出でているピザとパスタを、テーブルにならべる。

　あたしたちが食たべはじめたあと、カレンちゃんの友ともだちが、すぐそばにあるドリンクバーのコーナーに、飲のみ物ものを取とりにやってきた。

　カレンちゃん本ほん人にんがいないので、声こえをかけるのも気きまずいから、向むこうから見みえないように、できるだけ小ちいさくなってうつむく。

　四人にんで話はなしている声こえが、はっきりと聞きこえてくる。

「そういえば、カレンは来こないの？」

　グループの中なかのひとりが言いった。

「あ～、カレンはよんでない。」

　もうひとりの子こが答こたえる。ギョッとして、あたしとティナちゃんは息いきをひそめる。

「また？　そのうち、バレるんじゃない？　いつも自じ分ぶんだけ外はずされているって。」

「いいよ。バレたら、バレたで。ひとりふえると、四人にん席せきにすわれないから、めんどくさいし。それに、カレンといると、つかれるんだよね。」

　低ひくい声こえの子こが気けだるそうに言いった。

「あっ、わかる～。無む理りしてこっちに合あわせているのがバレバレ。」

「そういえばさ、文ぶん化か祭さいに来きた〝彼かれ氏し〟だって、あれ、うそっぽくない？　まわりの友ともだちも『え？』ってふんいきだったよね。彼かれ氏し君くんもつきあわされているような感かんじだったし。」

「うそだったの？　え～、そうまでして〝彼かれ氏しアピール〟って、イタすぎでしょ。」

「だいたい、アイドルオタクのカレンに、あんな〝陽ようキャラ〟彼かれ氏しができるわけないじゃん。」

　また声こえの低ひくい子こだ。
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「やっぱりバレてたんだ……。」

　ティナちゃんがつぶやく。

　あたしは、おそるおそる首くびをのばした。タブレットで写しゃ真しんを撮とってくれた子こが、カフェラテのボタンをおして、口くちを開ひらく。

「なんか、カレンの言いっていることって、信しんじられないんだよね。だから最さい近きん、カレンが何なにかしゃべっていても、無む視ししている。」

　低ひくい声こえ。この子こが、いちばんきついことを言いっていたんだ。

　あのときは仲なかがよさそうだったのに、そんなふうに思おもっていたなんて……。

　全ぜん員いんのドリンクがそろうと、四人にんは席せきへもどっていった。

　ティナちゃんと二人ふたりで、顔かおを見み合あわせる。

「とりあえず、早はやく食たべて、店みせを出でよっか。」

　ティナちゃんが小ちいさな声こえで言いった。料りょう理りの味あじを楽たのしむまもなく、いそいで食たべ終おえて、二人ふたりで店みせを出でた。

　クラスメイトの子こたちは、おしゃべりとスマホに夢む中ちゅうで、ティナちゃんやあたしがいることに、気きづかれずにすんだ。

　店みせから少すこしはなれたところで、

「でもさあ、クラスメイトの子こたちが言いっていることも、わからなくはないわ……。」

　ティナちゃんはうでを組くんで、あたしを見みた。

「うん……。カレンちゃんだけをさそわないで、ファミレスに来くるなんて、ひどいって思おもうんだけど……。

　カレンちゃんだって、わたしやミウちゃんたちに、同おなじことをしたよねって思おもったら、あの子こたちが言いうことも、たしかにって思おもわなくもないよね……。」

　あたしは複ふく雑ざつな気き持もちで、ティナちゃんを見みる。

「そうなのよ……。もうっ、カレンったら、どうしていつまでたってもヘンに見み栄えをはって、つまんないうそをつくわけ？　どこかでぜったいにバレるのに。去きょ年ねんのＳエスＮエヌＳエスの失しっ敗ぱいは？　あの後こう悔かいの涙なみだはなんだったのよって感かんじ。」

　ティナちゃんはため息いきをついた。

　一年ねん半はんくらい前まえ、カレンちゃんが『夜よるカフェ』に来きはじめたころ、有ゆう名めい俳はい優ゆうであるティナちゃんの両りょう親しんのことが、ＳエスＮエヌＳエス上じょうでティナちゃんの写しゃ真しんといっしょに拡かく散さんされる事じ件けんが起おこった。

　あっというまに世せ間けんに広ひろがって、ティナちゃんはマスコミに追おいかけられたり、知しらない人ひとたちから悪わる口くちを言いわれたり、『夜よるカフェ』のことまでヘンなウワサをたてられたりして、たいへんだった。ティナちゃん自じ身しん、深ふかく傷きずついた大おおきな事じ件けんだ。

　その事じ件けんを起おこしたのが、カレンちゃんだった。

　だけどじつは、ティナちゃんにあこがれて、もっと親したしくなりたいと思おもっていたというカレンちゃんのほんとの気き持もちがわかり、二人ふたりは仲なかなおりができた。

　それ以い来らい、なんどもいっしょにごはんを食たべたり、お泊とまり会かいをしたり、勉べん強きょうを教おしえてもらったりしている。

「あれから、カレンちゃんとは仲なかよくなれたつもりだったんだけどな……。」

　いろんな場ば面めんを思おもい出だしながら、あたしはつぶやいた。

　そうだ。だからこそ、このまえ文ぶん化か祭さいで無む視しされたことが、かなりショックだったんだ。

「自じ分ぶんもハブにされて、いやな思おもいをしているはずなのにね。」

　ティナちゃんがあきれた顔かおで言いう。

「それにしても、女おんなの子こどうしって、『わたしたち、友ともだち～。』なんて笑わらって言いうくせに、裏うらではこれだもの。ありがちだけど、これだからいやなのよ。どうして、面めんと向むかって言いえないのかしら？」

「そりゃあ、ティナちゃんやミウちゃんみたいに言いえたら、かっこいいけど、なかなかできないんだよ～。」

　あたしはくちびるをぎゅっとつき出だした。

　駅えきにたどりつくと、ティナちゃんのスマホに着ちゃく信しんが入はいった。

「あっ、ママからだ。ちょっとごめん。」

　ティナちゃんは、ぶっきらぼうに電でん話わに出でた。何なにかもめているふんいきだったけれど、電でん話わを早はや々ばやと切きる。

「だいじょうぶ？　何なにか、トラブル？」

「うん。ひさしぶりに夕ゆう飯はんをいっしょに食たべないかって。イタリアンレストランを予よ約やくしちゃったみたい。〝新あたらしいパパ〟になるらしいイッセイもまたごいっしょのようよ。」

　ティナちゃんは、うんざりした顔かおで言いった。

　はたから見みれば、人にん気きの若わか手て俳はい優ゆうの小お野の坂さか一いっ生せい──〝イッセイ〟とごはんが食たべられるなんてすごいことなのに、この顔かおだ。カレンちゃんがティナちゃんをうらやましく思おもう気き持もちも、わかるな。

「だけど、まあ、志し望ぼう校こうが決きまったことは、ママにも報ほう告こくしとかなきゃね。大だい事じなスポンサーだし、きょうはママにつきあってくるわ。」

「わかった。愛あい子こさんには伝つたえておくね。」

　ティナちゃんは、ティラミスを買かってもらってくるからと言いい、反はん対たい方ほう面めんへ向むかうホームへ元げん気きよくおりていった。

　電でん車しゃに乗のると、あたしはドアの横よこに立たった。車しゃ窓そうから見みえる景け色しきをながめながら、きょうのことを思おもい出だす。

　行いきたい学がっ校こうが見みつかって、心こころがはずんでいたところで、思おもいもよらぬできごとが起おこった。

　カレンちゃんもほんとはひとりぼっちだったんだ……。だから、みんなにみとめられるように、文ぶん化か祭さいでアピールしたかったんだ……。

　だけど、やっぱり無む理りがあるよ、カレンちゃん……。

　今いま、どんな気き持もちでいるんだろう。もしかして、ひとりで泣ないている？

　あたしだって、無む視しされてくやしかったけど、どうしても気きになってしかたがない。

　今こん夜や、電でん話わをしてみよう。うん、そうしよう。だってこのままじゃよくないもんね。

　思おもいがさだまったところで、電でん車しゃはいつのまにか乗のり換かえ駅えきに到とう着ちゃくしていた。




　その日ひの夜よる、あたしは息いきを大おおきくすって、はいてから、通つう話わボタンをおした。

　呼よび出だし音おんが鳴なる。一回かい……、二回かい……、三回かい…。出でないかな、出でられない状じょう況きょうなのかな？

　十回かい呼よび出だし音おんが鳴なっても出でなかったら、切きろう。そう思おもったとき、

「はい。」

　カレンちゃんの声こえが聞きこえた。

「もしもし？　カレンちゃん？　ハナビです。」

「あっ、うん。」

「元げん気き？」

「まあまあかな。」

　テンションの低ひくい返へん事じが返かえってくる。どうしよう、電でん話わをかけたのはいいけど、何なにを話はなしたらいいのか、ちゃんと考かんがえていなかった。

「あっ、きょうね、カイト君くんの学がっ校こうに見けん学がくに行いったの。カレンちゃんの学がっ校こうと意い外がいと近ちかくて、びっくりしちゃった。」

　クラスメイトに会あったことや、あそこで聞きいた話はなしは、ぜったいにできない。

「学がっ校こう、どこだっけ？」

　カレンちゃんがたずねる。

「月つき巳み大だい付ふ属ぞく高こう校こうだよ。」

「ああ、あそこね。自じ由ゆうな感かんじの学がっ校こうだよね。」

「うん、ティナちゃんとも、あの学がっ校こうに入はいりたいねって話はなしていたの。」

「そうなんだ。」

「もし、その学がっ校こうに行いけたら、カレンちゃんといっしょに通つう学がくできるね。」

「そうだね。」

　カレンちゃんはたんたんとしゃべる。返へん事じはしてくれるけれど、声こえのトーンは上あがらない。ずいぶん無む理りして話はなしているみたいだ。

　あたしからの電でん話わよりも、ティナちゃんからのほうが、うれしかったかな……？

　つい、ティナちゃんとの反はん応のうのちがいを、思おもい出だしてしまう。

　やっぱり、あたしもまだこだわっているんだよね？

　会かい話わがまったくもり上あがらず、すぐに途と切ぎれてしまう。無む音おんの状じょう態たいが続つづくなか、

「ティナちゃんも近ちかくにいるの？」

　カレンちゃんがたずねた。

「ううん。きょうはママと用よう事じがあって、出でかけているよ。」

「そっか……。あのさ、ミウちゃんは？　『夜よるカフェ』には来きているの？」

「うん、来きてるよ。」

「何なにか、言いっていた？　わたしのこと。」

　きょう、初はじめてカレンちゃんが続つづけて質しつ問もんをした。

「ううん。特とくには話はなしていないよ。」

「まだ、おこっているよね？」

「うん……。あのね、ミウちゃんが話はなしてくれたんだけど、ミウちゃんのおばあちゃんって、すごくきびしくてこわい人ひとなんだって。

　それで、ミウちゃんがおばあちゃんの大たい切せつにしていた懐かい中ちゅう時ど計けいをこわしちゃったことがあって、それ以い来らい、おばあちゃんから、無む視しされたり、家か族ぞくの中なかでのけ者ものにされたみたいなの。」

「えっ……？」

「だから、のけ者ものにされるのがいやなんだって。」

　あたしは、ミウちゃんから聞きいたことを、そのまま言いった。

　カレンちゃんからの返へん事じは聞きこえてこない。

「あたしだって、あの時とき、すごく悲かなしかったよ。」

　正しょう直じきな気き持もちを伝つたえると、あわててカレンちゃんがさえぎるように言いう。

「あっ、ごめんね、ごめんね……。」

　それからまた、長ながい沈ちん黙もくが続つづいた。

　あたしはそれにたえきれなくて言いう。

「ねえ、カレンちゃん、また『夜よるカフェ』に来こない？　みんなと会あうのがいやだったら、ふつうの日ひに、『三さん丁ちょう目めカフェ』でお茶ちゃだけでもしない？

　やっぱり電でん話わより、直ちょく接せつ会あって話はなそうよ。」

「でも……。」

　少すこし間まがあって、カレンちゃんの声こえが続つづいた。

「ハナビちゃん、無む理りしないでいいよ。わかってる。わたしなんか、もう、だれも相あい手てにしてくれないよ。またミウちゃんとかにキレられちゃうし、空くう気き、悪わるくするよ。」

「そんなことない。あたし、無む理りなんかしてないよ。」

　なるべく明あかるい声こえで答こたえる。だけど、あれ？　あたし、無む理りをしている？

「とにかく、カレンちゃんがもし、話はなし相あい手てがほしかったら……。」

「ごめん。わたし、今いま、そんな気き分ぶんになれない。」

　あたしの言こと葉ばをさえぎって、カレンちゃんが言いった。

「せっかく電でん話わをくれたのに、ごめんね。」

「ううん、気きにしないで。」

「じゃあ、切きるね。」

「あっ、うん。またね。」

　あたしが答こたえて、すぐにブツッと通つう話わは終しゅう了りょうした。なんともいえない、手てごたえのなさが残のこる。

　カレンちゃんはきっと、来きてくれないだろうな。それだけは、はっきりとわかった。





7　だれもいない







　翌よく週しゅうの『小しょう学がく生せいナイト』は、結けっ局きょくあたしとティナちゃんとリョウマ君くんの三人にんだけで対たい応おうしたけど、次つぎの『中ちゅう学がく生せいナイト』は、だれが手て伝つだってくれるのか、直ちょく前ぜんまでわからないままだった。

　カレンちゃんの文ぶん化か祭さい以い来らい、みんなの中なかになんともいえない空くう気きがあるような気きがしてならない。あたしの不ふ安あんは、日ひに日ひに大おおきくなっていった。

　放ほう課か後ご、あたしはティナちゃんとヤヤコがいる三組くみの教きょう室しつまで走はしる。ろうか側がわの席せきにすわっているティナちゃんを見みつけると、うでにしがみついた。

「もしかしたら、きょうの『中ちゅう学がく生せいナイト』、あたしとティナちゃん以い外がい、だれも来こないかもしれない！」

「えっ、それは決けっ定ていなの？」

　ティナちゃんが、ぎょっとした顔かおをする。

「さっき、帰かえりのＨホームＲルームが終おわって、すぐにスマホを見みたら、ナナミちゃんから『きょうは漫まん研けんの課か題だいがあるので、お休やすみしてもいいですか？』って連れん絡らくが来きていたの。

　カレンちゃんからは『しばらく行いかない。』って言いわれているし、リョウマ君くんは部ぶ活かつだし、ミウちゃんだけまだ連れん絡らくはないけど……。あっ、そうだ。ヤヤコっ。」

　あたしは、教きょう室しつを出でていこうとするヤヤコを見みつけると、ティナちゃんをおいて、いそいで追おいかけた。

「ヤヤコ、あの、今こん夜やの『中ちゅう学がく生せいナイト』なんだけど……。」

「また『夜よるカフェ』？　いそがしいから、無む理り。」

　あたしが最さい後ごまで聞きくよりも先さきに、ヤヤコはめんどくさそうに答こたえた。

「……そうだよね。」

　今こん夜やは『中ちゅう学がく生せいナイト』だ。前ぜん回かい、ヤヤコとミウちゃんのちょっとした言いい合あいから、ピリピリとしたムードがただよい、最さい後ごはナナミちゃんにまで飛とび火ひした。

　そのせいか、ナナミちゃんは次つぎの週しゅうに行おこなわれた『小しょう学がく生せいナイト』に来こなかったし、きょうも来こないと言いっている。

「あのさ、あんただって受じゅ験けん生せいなんだし、そろそろ『夜よるカフェ』を休やすんで、負ふ担たんをへらしたほうがいいんじゃないの？　だいじょうぶかなって、こっちが心しん配ぱいになる。」

　ヤヤコはまじめな顔かおで言いった。ママ以い外がいの人ひとから、『夜よるカフェ』を休やすんだほうがいいと言いわれたのは、初はじめてだ。

「そっ、そっか……。もう十月がつも終おわりだもんね。考かんがえなきゃいけないかな～？」

「うちの翔しょう太たも、『小しょう学がく生せいナイト』に行いかせてもらっているから、そっちは休やすまないでほしいけど、『中ちゅう学がく生せいナイト』は、べつに、無む理りをしてやることはないんじゃない？」

　少すこしあきれたようなヤヤコの言いい方かたに、心こころがきゅっとちぢこまる。

「じゃあ、わたし、塾じゅくの自じ習しゅう室しつに行いくから。」

　ヤヤコはピシャッと会かい話わを終おわらせて、帰かえっていった。




　帰かえり道みち、ティナちゃんと歩あるきながら、ヤヤコから言いわれたことを相そう談だんした。

「ヤヤコ、そんなことを言いったの？　気きまずいムードにしたのは、だれよ!?」

　ティナちゃんがまゆをよせる。たしかに、と思おもったけれど、考かんがえてみれば、あの日ひヤヤコが来くる前まえから、気きまずいふんいきは、はじまっていた。

「うん……。ヤヤコなりに勉べん強きょうの心しん配ぱいをしてくれているのはわかるんだけど、『べつに、無む理りをしてやることはないんじゃない？』って、言いわれたとき、すごくさびしかったんだ。

　ヤヤコにとっては、『夜よるカフェ』って、その程てい度どのものなのかなって……。」

　ああ、いけない。また不ふ安あんモードになっている。

「でもね、無む理りはしてないし、時じ間かんをもっとうまく組くみ立たてれば、勉べん強きょうと『夜よるカフェ』は、両りょう立りつできると思おもうんだよね。睡すい眠みん時じ間かんを一時じ間かん減へらしたりとか、いろいろ道みちはある。」

　あたしは胸むねをたたいてみせた。家いえの近きん所じょまで来きたとき、

「あのね、ハナビ……。こんなときに言いうのもなんだけど……。」

　とつぜんティナちゃんが、あたしの顔かお色いろをうかがうように見みる。

「え？」

「じつはね、『ゴーストタクシー』の編へん集しゅうが、きのう終おわったらしいの。それで、きょう、スタッフとキャストだけで試し写しゃ会かいをやろうってさそわれて……。カイト君くんと行いってきてもいいかな？　みんなが来こない日ひに重かさなっちゃって、ほんと、悪わるいんだけど。」

　ティナちゃんが両りょう手てを合あわせる。

「それは、ぜひ行いってきて！　だいじょうぶだから。」

　あたしは、ティナちゃんの合あわせた両りょう手てをおろした。

「えっ、ほんとにいいの？」

「当あたり前まえだよ、大だい事じな試し写しゃ会かいだもん。楽たのしんできてね！」

「よかった～。だれが来きてくれるかはっきりしていないときに『夜よるカフェ』を休やすむのは、ちょっと申もうしわけないなって思おもって、言いい出だせなかったの。

　ハナビに、いつ言いおうかってなやんでいるうちに、当とう日じつになっちゃって、ごめんね。」

　ティナちゃんは、ほっとした表ひょう情じょうを見みせ、もういちど手てを合あわせた。

「そんなに気きにしないで。こっちのことは心しん配ぱいないから、行いってきて！」

　あたしは両りょう手てで、ティナちゃんの背せ中なかをおした。

　明あかるくふるまったつもりだけど、あたしのほうこそ申もうしわけない気き分ぶん。試し写しゃ会かいなんて、何なによりも優ゆう先せんしてほしい大だい事じな用よう事じなのに……。




　夕ゆう方がた五時じ半はんをすぎた。

　来くる可か能のう性せいがあるのはミウちゃん、ただひとりだ。だけどそのミウちゃんからは、まだ連れん絡らくがない。

　少すこし前まえに、『きょうは来こられるかな？　今こん夜やのメニューはビーフシチューだよ』とＬＩＮＥラインを送おくったけれど、既き読どくはついていない。

　だれも来こないカフェの中なかで、あたしは火ひにかけたシチューをかきまぜながら、スマホを見みはっている。

　時と計けいの針はりはのろのろと進すすみ、六時じをすぎたころ、ミウちゃんからやっと返へん事じが来きた。

『体たい調ちょう悪わるくて、ねてた。きょうは休やすむ』という短みじかいメッセージだった。

　そっ、そんなあ……。

　がっくりと力ちからがぬける。あたしはなべの火ひをとめて、いつもみんなでごはんを食たべる、六人にん席せきにすわった。

　どうしよう、だれも来こないなんて。あたし、ひとりだけ……。こんなこと、今いままでいちどもなかったよ。

　どうして？　いつから、こんなことになっちゃったの？　このまま、みんな来こなくなったら……。『夜よるカフェ』がなくなっちゃうんじゃ……？

　ぼうぜんとカフェを見みまわす。ついこの前まえまでは、みんなでこのテーブルをかこんで、笑わらったり、おしゃべりをしながら、ごはんを食たべていたはずなのに。

　何なにも、問もん題だいはなかったはずなのに……。

　頭あたまの中なかが黒くろいモヤでいっぱいになったみたいで、同おなじことばかり考かんがえている。

　だいじょうぶ。たまたまみんなの都つ合ごうがつかなかっただけ。そうよ、こんな日ひだってあるんだから。そう自じ分ぶんに言いい聞きかせようとしても、かすかな光ひかりはすぐにモヤの中なかにすいこまれていく。

　ヤマト君くん……。ふいにヤマト君くんの顔かおがうかんできた。

　この『夜よるカフェ』を、ヤマト君くんもいっしょに作つくったんだよね。それなのに……。

　あたしは、ヤマト君くんとのＬＩＮＥラインのトーク画が面めんを開ひらくと、『「夜よるカフェ」にだれも来こなくなっちゃった』と、メッセージを送おくった。ちょっとくらいあまえてもいいよね。

　既き読どくは、つかない。ロサンゼルスは真ま夜よ中なかだもん。もうねちゃっているかな？　勉べん強きょう中ちゅうで気きづかないかもしれない。

　画が面めんをとじて、スマホをテーブルにおいたとき、とつぜん、ＬＩＮＥラインの音おん声せい通つう話わの着ちゃく信しん音おんが流ながれた。ヤマト君くんの名な前まえが表ひょう示じされている。

「もしもしっ。ヤマト君くん？」

「ハナビ、ＬＩＮＥライン、見みたよ。どうした？」

　ヤマト君くんがおどろいた声こえで、たずねる。

「あっ、ごめんね、夜よるおそくに。」

「いいよ。まだ起おきていたし。それより、ハナビこそ、だいじょうぶか？」

「だいじょうぶ……、じゃないの。どうしよう。きょうは『夜よるカフェ　中ちゅう学がく生せいナイト』の日ひなのに、だれも来こないの。」

　ヤマト君くんの声こえを聞きいていると、おしこめていた不ふ安あんな気き持もちが、あふれてくる。

　あたしは、カレンちゃんの文ぶん化か祭さいで起おこったことや、ヤヤコが受じゅ験けん勉べん強きょうと家いえのことでイライラしていて、ナナミちゃんに当あたってしまったことなど、この二、三週しゅう間かんで起おきたことをぜんぶ話はなした。

　順じゅん番ばんはめちゃくちゃで、うまく説せつ明めいできなかったけれど、ヤマト君くんはじっと静しずかに聞きいてくれた。
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「そうだったのか……。」

「カレンちゃんとミウちゃんとは、学がっ校こうで会あう機き会かいがないから話はなせないし、このまま受じゅ験けん勉べん強きょうがいそがしくなっていったら、ますますはなれていっちゃうかも。

　それに、高こう校こうになったらきっと、みんなももっといそがしくなって、『無む理りして行いくこともないか』って、『夜よるカフェ』のことなんて、どうでもよくなっちゃうかもしれない……。だけど、ティナちゃんみたいに、大だい事じな用よう事じがあるのに、休やすむって言いいづらくなるとか、『夜よるカフェ』がみんなの重おも荷にになっちゃうのは、それはそれで、いやだ……。」

　考かんがえはじめると、どんどんこわくなる。ところが、

「何なに言いっているんだ。」

　ヤマト君くんはサラッと答こたえた。

「え？」

「今いままで、いろんなことがあったけれど、ぜんぶ乗のりこえてきたじゃないか。

　いつも『夜よるカフェ』グループＬＩＮＥラインを見みてたけど、これまでさんざんぶつかり合あってきたし、だれかが『夜よるカフェ』に来こなくなったときもあったじゃないか。

　だけど、ちゃんともどってきて、いっしょにメシを食たべてた。グループＬＩＮＥラインのアルバムを見みてみろよ。そういう写しゃ真しんばっかりだから。」

「うん……、でも……。」

「そうだ。一回かい、電でん話わを切きるから、アルバムを見みてみろよ。おれもアメリカに来きて、つらいとき、よく開ひらいて元げん気きをもらっていたんだ。あとで、またかけなおすから。」

　ヤマト君くんはそう言いって、通つう話わを切きった。あたしは言いわれたままに、『夜よるカフェ』のグループトークを開ひらいた。

〝アルバム〟のボタンをおすと、これまでに『夜よるカフェ』で撮さつ影えいされた写しゃ真しんが、イベントやテーマごとのアルバムにわかれて表ひょう示じされた。

　そういえば、最さい近きん、ぜんぜん見みていなかったな……。

　それなのに、ヤマト君くんはちゃんと見みてくれていたんだ……。

　いちばん新あたらしいアルバムは、『花はな火び大たい会かい』のものだった。

　下したへスクロールすると、『リョウマ君くんの誕たん生じょう日びパーティー』や『夜よるカフェ』とは関かん係けいないけれど、『体たい育いく祭さいの応おう援えん団だん』のアルバムがあったり、『〝イースター〟イベント』や、『葉は山やまの卒そつ業ぎょう旅りょ行こう』もある。

　その下したに、『夜よるカフェーズ』とタイトルがついたアルバムが出でてきた。

　タイトルをクリックすると、区く民みん体たい育いく館かんでみんなと撮とった集しゅう合ごう写しゃ真しんや、バスケットボールにすわっているミウちゃんとヤヤコの写しゃ真しんがアップされている。二人ふたりの手て首くびにはあたしが作つくった、おそろいのミサンガがついている。ほかにも、試し合あい中ちゅうの写しゃ真しんや、ベンチで休きゅう憩けいしている写しゃ真しんもあった。

『おめでとう！』と書かかれたくす玉だまの下したで撮とった、合ごう格かくのお祝いわい会かいの集しゅう合ごう写しゃ真しんも出でてきた。

　リョウマ君くんとリョウマ君くんの同どう級きゅう生せいの藤ふじ本もと彩あや芽めちゃんが、満まん面めんの笑えみでピースをしている。そして、ヤヤコに引ひっぱられながら、ミウちゃんがはしっこに写うつっていた。

　そうだ。ミウちゃんはこのとき初はじめて、みんなといっしょの席せきでたこ焼やきを食たべたんだ。初はじめて来きてくれた日ひなんて、ずっとソファ席せきにひとりですわって、とちゅうで帰かえっちゃったのに。あの日ひの緊きん張ちょうとおどろきは、今いまでもはっきりとおぼえている。


＊＊＊　　　



「ミウちゃん？」

　声こえをかけると、ミウちゃんはすぐに立たち上あがって言いった。

「帰かえる。」

「ええっ!?　ちょ、ちょっと待まって。帰かえっちゃうの？」

　あわててかけよるけれど、

「一時じ間かんもたえたんだから、これ以い上じょうはかんべんしてよ。」

　うんざりした顔かおで、ミウちゃんがため息いきをつく。

「で、でも、愛あい子こさん、よんでくるから。もう少すこしだけ。」

　すがる思おもいで、ミウちゃんを引ひきとめるけれど、

「『急きゅう用ようができた』って、てきとうに言いっといて。」

と言いって、ミウちゃんはほんとうにカフェを出でていってしまった。


＊＊＊　　　



　そんなミウちゃんが、いっしょに勉べん強きょうしたり、今いまでは『小しょう学がく生せいナイト』まで手て伝つだってくれているなんて、あのときからは、想そう像ぞうもつかないことだ。

　さらに下したへ進すすむと、『〝クリスマスカフェ〟』や、ナナミちゃんがひろってきた猫ねこのトラのアルバムが出でてくる。

　ナナミちゃんがお母かあさんの前まえで、髪かみの毛けをハサミで切きるという衝しょう撃げき的てきなこともあった。『お好このみ焼やきパーティー』のアルバムには、リョウマ君くんと愛あい子こさんのアシスタントの早さ紀きちゃんが、ホットプレートでお好このみ焼やきを焼やいている写しゃ真しんや、大おおきなお好このみ焼やきに、丸まるかじりしているナナミちゃんや、ティナちゃん、カレンちゃんの写しゃ真しんもある。

　そうそう。このパーティーは、ＳエスＮエヌＳエス事じ件けんが起おきて、カレンちゃんが犯はん人にんだってわかったあとの、仲なか直なおりパーティーになったんだ。

　カレンちゃんが、初はじめてみんなの前まえで本ほん音ねを話はなしたとき、カレンちゃんのさびしい思おもいが、あたしの中なかにも流ながれこんでくるようだった。


＊＊＊　　　



「ねえ、カレンちゃん、居い場ば所しょは〝ツイッター〟の中なかじゃなくて、この『夜よるカフェ』にしない？　表おもてとか裏うらとか分わける必ひつ要ようなんてない。みんなでいろんな気き持もちを話はなそうよ。」

　カレンちゃんの目めから、また涙なみだがあふれ出だす。

「ごめんなさい……。ティナちゃん、ごめんなさい……。」

　そう言いって、カレンちゃんは、なんども頭あたまを下さげた。


＊＊＊　　　



　カレンちゃんは、『夜よるカフェ』を居い場ば所しょだと思おもってくれていたのかな？　そうだったらいいな……。

　みんなの写しゃ真しんを見みていると、そのときの思おもい出でが、食たべた料りょう理りといっしょに、鮮せん明めいによみがえってくる。

　すーっとひとすじ、涙なみだがこぼれ落おちる。

　お好このみ焼やき、またみんなで食たべたいな。お好このみ焼やきじゃなくても、おにぎりでもいい、なんだっていいから、またみんなで、いっしょにごはんが食たべたい。

　みんなに、会あいたい。

　そんな思おもいが胸むねのおくからこみあげてくる。

　アルバムをとじようとしたとき、左ひだり上うえにある写しゃ真しんの投とう稿こう者しゃに目めがとまる。

　どのアルバムにも必かならずカレンちゃんのアイコンがついていて、アイコンのところをタップするとだれよりもたくさんの写しゃ真しんをアップしていることに気きがついた。逆ぎゃくに、カレンちゃん自じ身しんの写しゃ真しんが少すくないことも。

　スマホの着ちゃく信しん音おんが鳴なり、ヤマト君くんのアイコンのある画が面めんが表ひょう示じされた。あたしは通つう話わに出でるとすぐに、今いまの思おもいを伝つたえた。

「ヤマト君くん、また、みんなといっしょに、ごはんが食たべたい。こんなふうに笑わらいたい。」

「できるよ。自じ信しん、持もてって。」

　ヤマト君くんは、やさしい声こえで答こたえる。

「うん。」

「おれにとっても、そうだったように、『夜よるカフェ』みたいな場ば所しょは、きっとみんなにも必ひつ要ようだから。今いますぐじゃないとしても、みんなもどってくるよ。だから、だいじょうぶ。」

　ヤマト君くんは、はっきりと言いった。

「ヤマト君くん、ありがとう。元げん気きが出でた。」

「よかった。また、何なにかあったら、ひとりでかかえこまないで、こうやって連れん絡らくをしろよ。」

　表ひょう情じょうやしぐさは見みえないけれど、いっしゅん、ヤマト君くんに頭あたまをぽんぽんっとされた気きがした。
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　通つう話わが終おわると、

「ハナビ、どうしたの？　『夜よるカフェ』は？　みんなは？」

　仕し事ごと部べ屋やにいた愛あい子こさんが、おどろいた顔かおでカフェに入はいってきた。

　あたしの涙なみだでぐしゃぐしゃになった顔かおを見みると、さらにおどろく。

「あっ、だいじょうぶ。ヤマト君くんと電でん話わで話はなしてたら、みんなのことを思おもい出だして……。」

『夜よるカフェ』で起おこったことは、ちょこちょこと報ほう告こくしてあるから、愛あい子こさんはすべてを包つつみこむような笑えみをうかべる。

「とにかく、みんなで会あって、話はなしたいわね。」

「だけど、みんなもいそがしいし、受じゅ験けんも追おいこみシーズンだから……。来きてくれるかな？」

「そうだわ。またイベントをやったらどうかしら？」

　愛あい子こさんがほほえみかける。

「イベント？」

「そう。気き分ぶん転てん換かんができるような、楽たのしいイベントをやるのよ。」

「受じゅ験けん生せいが多おおいから、イベントなんて考かんがえてもみなかった……。」

　思おもいもよらない愛あい子こさんの提てい案あんに、頭あたまの中なかの電でん球きゅうに明あかりがともったような気きがする。

「一日にちくらい、だいじょうぶよ。ただ、前まえもって何なにかを作つくったり、準じゅん備びがたいへんなものはできないから、内ない容ようはよく考かんがえないといけないわね。」

「どんなのがいいかな？」

「そこは、ティナちゃんやリョウマ君くんと相そう談だんしたら、いいアイディアが出でてくるんじゃないかしら？」

「そうだね、相そう談だんしてみる！」

　あたしは声こえをはずませる。気き持もちもはずんでくる。

「さっ、まずは、お腹なかをいっぱいにして、体からだも元げん気きにしなくちゃね。」

　愛あい子こさんも声こえをはずませて、キッチンのなべをのぞいた。

　カフェのテーブルで、愛あい子こさんと二人ふたりでビーフシチューを食たべた。あたしはさっそく、リョウマ君くんとティナちゃんの三人にんのグループＬＩＮＥラインを開ひらく。

『「夜よるカフェ」でイベントをやろう！　Ｐピー．Ｓエス．ビーフシチューもあるよー！』

　メッセージといっしょに、湯ゆ気げが上あがるビーフシチューの写しゃ真しんも、おまけで送おくった。





8　いも掘ほり







　ＬＩＮＥラインを送おくってから一時じ間かん後ご、

「ちわーっす！　ビーフシチュー！　フーーーッ！」

　テンションの高たかいリョウマ君くんが、カフェにやってきた。

「リョウマ君くん、来きてくれたんだ。」

「そりゃ、部ぶ活かつあがりのいちばん腹はらがへっている時じ間かんに、あんなうまそうなビーフシチューの写しゃ真しんが送おくられてくれば、当あたり前まえだろっ！　あれ？　ところで、『夜よるカフェ』は？」

　リョウマ君くんはキッチンの中なかまで来きて、ようやく異い変へんに気きがついた。今いまは八時じ少すこし前まえ。本ほん来らいなら、『夜よるカフェ』をやっている時じ間かんだ。

「じつはね……。」

「ただいまー！　ハナビ、イベントやろうって、急きゅうにどうしたの？」

　リョウマ君くんに説せつ明めいをしようとしたタイミングで、今こん度どはティナちゃんが帰かえってきた。

「あれ!?　ティナちゃん、もう帰かえってきたの？　試し写しゃ会かいは？」

「試し写しゃ会かいが終おわって、すぐに飛とび出だしてきたの。」

　ティナちゃんの息いきが少すこしあらい。きっと走はしって帰かえってきたんだろう。

「ごめんね。カイト君くんとゆっくりごはんを食たべてこられたはずなのに。」

「いいのよ。今いまは、こっちのほうが大だい事じ！　それに、ビーフシチューも食たべたかったし。」

　ティナちゃんは、ウィンクをしてみせた。

　あたしはまず、きょうは『夜よるカフェ』にだれも参さん加かしなかったことを伝つたえた。

　このまま、『夜よるカフェ』がなくなったらどうしようと不ふ安あんになったことや、ヤマト君くんと話はなしたこと、アルバムを見みていたら、みんなの笑え顔がおを思おもい出だしたこと。

　愛あい子こさんから、イベントをやったらどうかというアイディアをもらったと話はなすと、ティナちゃんは目めの色いろを変かえる。

「『夜よるカフェ』は、なくさないわよ。そうよね、ここらでイベントをやって、仕し切きりなおしをしようじゃないの。」

「イベントかあ、受じゅ験けん組ぐみに負ふ担たんがかからないようにしないといけねえよな。事じ前ぜんの準じゅん備びが必ひつ要ようなくて、当とう日じついきなり参さん加かして楽たのしめるものだろ？　何なにがいいだろうな……。」

　学がっ校こう帰がえりのリョウマ君くんは制せい服ふくのそでをまくって、考かんがえこんだ。

　ビーフシチューを食たべる二人ふたりといっしょに、イベントのアイディアを出だし合あう。

「気き分ぶん転てん換かんにお出でかけするのは？　みんなで、ケーキバイキングに行いくとか？　公こう園えんで、おいしいサンドイッチを食たべるとか。」

　ティナちゃんが次つぎ々つぎとアイディアを出だすと、リョウマ君くんはすぐに横よこヤリを入いれる。

「食くうことばっかだな。出でかけるなら、つりに行いこうぜ。つった魚さかなを焼やいて、食くうとか。あっ、だったら河原かわらでＢＢＱバーべキューでもいっか。」

「あんたも食たべることばっかじゃない。それに女じょ子しは、そんなにうえてません～。」

「うそつけ。さっきだって、ビーフシチューをよそったとき、肉にくが少すくねえって、もんくを言いったのはだれですか～？」

「話はなしがそれる～！」

　あたしは、二人ふたりのあいだに入はいる。

「ほら、前まえにあたしが、リョウマ君くんの畑はたけでトウモロコシ植うえたり、収しゅう穫かくしたりしたときみたいに、ちょっと日にち常じょうからはなれて、解かい放ほう感かんが味あじわえるような感かんじがいいと思おもうの。」

「あっ！　だったら、今いまの時じ期きはちょうどいいぜ。サツマイモが収しゅう穫かく期きだ。」

　リョウマ君くんがグッと親おや指ゆびを立たててみせた。ティナちゃんが首くびをかしげる。

「何なによ？　さっぱり読よめない。」

「わあ、もしかしておいも掘ほりをして、そのあと焼やきいも!?　それ、いい！」

　あたしは、リョウマ君くんが言いおうとしていることに、ピンときた。

「ええ？　いも掘ほりに焼やきいも～？　なんか、地じ味みじゃない？」

　ティナちゃんは、不ふ満まんげに口くちをとがらせる。

「うっわ。バカヤロウ、焼やきいもをなめんなよ。」

「そうだよ、ティナちゃん。焼やきいものあまさは、人ひとを幸しあわせな気き持もちにさせるんだよ。」

「そっ、そこまで？　わかったわよ。じゃあ、〝サツマイモパーティー〟で決けっ定ていね。」

　リョウマ君くんとあたしにおされて、ティナちゃんはテーブルに広ひろげていたノートに、〝サツマイモパーティー〟とメモをとった。

　ときどき横よこ道みちにそれながらも、会かい話わはポンポンとはずむ。この感かんじ、ひさしぶりだ～。

　そして、イベントの決けっ行こうは、来らい週しゅうの日にち曜よう日びに決きまった。

　当とう日じつの大おおまかな段だん取どりは決きまったけれど、問もん題だいはここからだ。

『夜よるカフェ』に来きたくない、つまり、顔かおを合あわせたくないメンバーどうしを、どうやってイベントにさそい、楽たのしんでもらうかに、頭あたまをなやませる。

「じゃあ、カレンには、わたしから声こえをかけるから、ハナビはナナミちゃん担たん当とう。あとのミウとヤヤコは、リョウマ君くんからさそってもらうのがいいと思おもう。」

　ティナちゃんがメモしながら言いった。

「え？　おれが？　なんで、その二人ふたり？」

「そりゃあ、リョウマ君くんはヤヤコのあこがれの先せん輩ぱい。そんな先せん輩ぱいのさそいなら、服ふく従じゅうでしょ。ミウは、リョウマ君くんから言いわれたら、イチコロ……。あっ……、まあ、そんな感かんじよ。」

　ティナちゃんはとちゅうでハッと気きがつき、最さい後ごは言こと葉ばをにごした。

「どんな感かんじだよ。まっ、いいぜ。参さん加かしてもらおうじゃねえか。でも、この二人ふたりには、さそうときに『全ぜん員いん参さん加かのイベント』って言いっちゃって、だいじょうぶなのか？」

「そうだよね。『夜よるカフェ』メンバー全ぜん員いんでっていうのは、だまっていよう。だって、カレンちゃんやミウちゃんなんて、ぜったいに『行いかない。』って言いいそうだし……。」

　答こたえながら、またみんなが来きてくれないイメージが頭あたまにうかんでくる。ティナちゃんはあたしの不ふ安あんを察さっ知ちしたのか、

「だいじょうぶよ、ハナビ。必かならず全ぜん員いんに来きてもらうから！　そのためなら、多た少しょうのうそはしょうがないわ。」

　ふーっと鼻はなから息いきをはいた。




　次つぎの日ひの夜よる、あたしは早さっ速そくナナミちゃんに電でん話わした。ナナミちゃんは、週しゅう末まつにママやおばあちゃんと出でかける予よ定ていが入はいることが、よくあるからだ。

　リョウマ君くんの家いえの畑はたけに、いも掘ほりに行いかないかとさそうと、すぐに行いきたいという返へん事じはもらえたけれど、

「ほかに、だれか来くるのかな……？」

　ナナミちゃんが、声こえのトーンを下さげてたずねる。やっぱり、みんなといっしょなのは、いやなんだ……。

「あのね、ナナミちゃん。じつはね、今いまのところ、来くるって言いっているのはティナちゃんくらいなの。それじゃあさみしいから、ナナミちゃんをさそっているの。」

　冷ひやあせをかきながら、あたしは言いう。

「そう……。」

　ナナミちゃんがうたがっているような小ちいさな声こえを出だす。

「あっ、も、もしかしたら、ほかのだれかも来くるかもしれないけど、そのときはそのときよ。いっしょにいも掘ほりをして、焼やきいもが食たべたいの。」

　ドキドキしながら返へん事じを待まっていると、

「わかった。行いく。」

　ナナミちゃんが、静しずかに答こたえた。




　そして、イベント当とう日じつがやってきた。ナナミちゃん以い外がいのメンバーからも無ぶ事じ、参さん加かの返へん事じをもらうことができた。

　直ちょっ近きんの三日みっかのあいだに雨あめがふってしまうと収しゅう穫かくができなくなる、とリョウマ君くんに聞きいて、ずっと天てん気きも心しん配ぱいだった。けれど、この一週しゅう間かんはみごとな秋あき晴ばれが続つづいた。

　絶ぜっ好こうの、〝サツマイモパーティー〟日和びよりだ。

　あたしとティナちゃんは集しゅう合ごう時じ間かんの三十分ぷん前まえに、リョウマ君くんの家いえに到とう着ちゃくした。玄げん関かんのインターホンを鳴ならすと、

「はーい。あら、ハナビちゃんたち、いらっしゃい。」

　リョウマ君くんを養よう子しとして引ひき取とった鈴すず木きさんの奥おくさんが、ハーブがつまれたカゴを持もって、畑はたけのほうから歩あるいてきた。ショートカットの似に合あう小こ柄がらな女おんなの人ひとで、まっ赤かな長ながぐつ姿すがたが若わか々わかしい。

「こんにちは。あの、トウモロコシの収しゅう穫かくのときは、お世せ話わになりました。たくさんいただいちゃって、愛あい子こさんも大おおよろこびでした。」

　鈴すず木きさんとは、夏なつにトウモロコシを収しゅう穫かくさせてもらったときや、ときどき野や菜さいやハーブをとどけてもらうときに、何なん度どか会あっている。

「よかったわ。うちはもう、リョウマ以い外がいは年としよりだから、食たべきれないの。でも、作つくるのは大だい好すきだから、たくさん食たべてもらえるのは、うれしい！」

　鈴すず木きさんがニコニコしながら、あたしとティナちゃんを見みる。

「初はじめまして、山やま田だ……。」

　ティナちゃんは鈴すず木きさんに会あうのが初はじめてなので、自じ己こ紹しょう介かいをしようとすると、

「あっ！　ティナちゃんね。いつもリョウマから『夜よるカフェ』の話はなしは聞きいているの。みんなの名な前まえはばっちりよ。」

　鈴すず木きさんは得とく意いげに言いった。そして、思おもい出だしたように、

「リョウマ～！　ハナビちゃんたち、いらっしゃったわよ。」

　大おおきな声こえで、家いえの中なかへ向むかって声こえをかけた。

「リョウマ君くんがふだん、『ばあちゃん』ってよんでいるので、お若わかくて、びっくりしました。」

　ティナちゃんが言いった。

「まっ、うれしい～。ほんとは、『姉ねえちゃん』ってよばれたかったけど、さすがにずうずうしいでしょ？　それに、じつは『ばあちゃん』ってよんでもらったほうが、今いまのティナちゃんみたいな、ありがたい反はん応のうがもらえるの。」

　鈴すず木きさんはうれしそうに、答こたえる。そのとき、わって入はいるように、

「ばあちゃん、よけいなおしゃべりはいいよ。」

　リョウマ君くんが家いえのおくから出でてきた。

「あら、リョウマ、もう出でてきちゃったの。もっとみなさんのお話はなしを聞ききたかったわ。」

「『聞ききたい。』とか言いって、いつも、ばあちゃんしか、しゃべってねえじゃん。」

　リョウマ君くんがからかう。

「まっ、失しつ礼れいしちゃう。じいちゃんだって、いっぱいしゃべってるわよ。きょうは出でかけているけど、もしここにいたら、はりきって止とまらなくなってたわよ。じゃあ、おしゃべりばあちゃんは、向むこうで作さ業ぎょうをしているから、何なにかあったらよんでちょうだいね。」

　鈴すず木きさんは笑わらって、縁えん側がわから家いえの中なかへ入はいっていった。

「とにかく、よくしゃべるから。つかまったら、おれをよんでくれ。」

　リョウマ君くんが念ねんをおすように言いった。

　メンバーをむかえにいく時じ間かんがせまり、あたしたち三人にんは、それぞれの待まち合あわせ場ば所しょへ向むかう。あたしはナナミちゃんちの近ちかくにある公こう園えんの入いり口ぐちへ向むかった。

　先さきに到とう着ちゃくしていたナナミちゃんは、チェックのネルシャツを着きて、オーバーオールに長ながぐつをはいている。カントリーガールっぽいファッションが、とってもかわいい。

　リョウマ君くんちへ向むかって歩あるいているあいだ、ナナミちゃんはずっとニコニコしながら、いろんなことを話はなしてくれた。




　鈴すず木き家けにもどってくると、声こえが聞きこえてきた。ミウちゃんとヤヤコとリョウマ君くんが門もんの前まえに立たっている。

　ミウちゃんとヤヤコは見みるからにふきげんそうな顔かおで、たがいにそっぽを向むいている。ミウちゃんは、あたしとナナミちゃんがいるのに気きがつくと、ふんっと鼻はなを鳴ならして、

「そういうことなんだ……。」

と言いい、クルッと背せ中なかを向むけて帰かえろうとする。

「待まって、ミウちゃん。」

　あたしは、とっさにミウちゃんを追おいかけて、うでをつかんだ。

「どうせ、今いまからカレンも来くるんでしょ？　それから、いもを掘ほって、みんなでたき火びをかこんで、焼やきいもを食たべて、仲なか直なおりをしろって？　そういうおぜん立だて、マジ、うざい。」

　ミウちゃんが、あたしの手てをはらいのける。すると、

「あっ。」

　どこからか声こえが聞きこえて、ふりむくと、カレンちゃんとティナちゃんが立たっていた。

「あっ、わたし、わたしが帰かえるからっ。それでだいじょうぶでしょ？」

　こんどは、来きたばかりのカレンちゃんが背せ中なかを丸まるめて、引ひき返かえそうとする。

「ストーップ！」

　リョウマ君くんがとつぜん、大おおきな声こえを出だした。みんなの動うごきが止とまる。

「言いいたいこととか、いろいろあるとは思おもうけど、まずは、みんなでいもを掘ほって、たっぷり食くおうぜ。帰かえるのは、そのあとでもいいじゃん。」

　カラッと明あかるく笑わらって、パンッと手てを打うった。ミウちゃんもカレンちゃんも、何なにも言いわずに気きまずそうな顔かおをして、畑はたけへ移い動どうした。

「え～、本ほん日じつは天てん気きにもめぐまれ、秋あき晴ばれを絵えに描かいたような空そらが広ひろがっております。ここ、鈴すず木きファームにご来らい園えんいただき、ありがとうございます。」

　リョウマ君くんは木き箱ばこをひっくり返かえした上うえに乗のり、校こう長ちょう先せん生せいのようなあいさつをすると、これから作さ業ぎょうする、サツマイモの収しゅう穫かくのしかたなどを説せつ明めいした。

　ヤヤコは熱ねっ心しんにうなずきながら話はなしを聞きき、ミウちゃんは、そっぽを向むいて、ぼーっとあくびをしている。カレンちゃんは説せつ明めいを聞ききながらも、チラッチラッと、ミウちゃんのことを意い識しきしていた。

　こうしていも掘ほりは、なんとか無ぶ事じにはじまった。まずは地ち上じょうに生おいしげったツルを、根ね元もとだけ残のこして、かりとる作さ業ぎょうだ。けれど……。

「わっ、何なにか飛とんできた！　虫むし！　わっ、わっ！　ムリっ、虫むしはムリっ。」

　カレンちゃんが身みをよじって、頭あたまをぶんぶんとふる。

「あ～、だいじょうぶ、だいじょうぶ。この時じ期きは、夏なつよりは虫むしは少すくないから。」

　リョウマ君くんが軽かるく言いうけど、ぜんぜん、フォローになっていない。

　ナナミちゃんも虫むしぎらいなのか、畑はたけのすみっこのほうから動うごかず、おそるおそる指ゆびでサツマイモのツルをつかみ、作さ業ぎょうをしている。

　ヤヤコは最さい初しょ、その様よう子すを見みて舌した打うちをしたけれど、今いまはカレンちゃんやナナミちゃんを完かん全ぜんに視し界かいに入いれないようにして、リョウマ君くんだけに話はなしかける。

　ミウちゃんにいたっては、畑はたけに足あしもふみ入いれず、わきにおいてある木き箱ばこにこしをかけて、スマホをいじっている。

　要ようするに、みんなバラバラ。このままじゃ、いつになっても、サツマイモにたどりつけない……。

　そんな危き機き感かんにおそわれ、あたしとティナちゃんとリョウマ君くんの三人にんで、みんなのかわりに、ザクザクとツルをかり取とった。

　あたしも、虫むしは得とく意いなわけじゃないけれど、そんなことにかまっている場ば合あいじゃない。

　ようやくツルをかりおえると、次つぎは土つちにかぶさっている〝マルチ〟とよばれる黒くろいビニールシートをはがしていく。

「ぎゃっ！　クモっ、わっ、ムリっ。」

　カレンちゃんがまた、飛とびあがっている。

「虫むしぎらいなやつほど、虫むしを見みつけるんだよな。向むこうからは好すかれているんじゃねえか？」

　リョウマ君くんは笑わらって言いうけれど、これもまったくフォローになっていない。

「鈴すず木き先せん輩ぱい、丸まるめたマルチは、どこにおいておけばいいですか？」

　ヤヤコがリョウマ君くんにたずねる。

「あっ、それは、ビニールハウスの横よこにおいといてもらえれば。って、おれが持もってくよ。」

「だいじょうぶです。わたし、持もっていきますね！」

　ほかのメンバーとはちがい、ヤヤコはいきいきと作さ業ぎょうをしている。

「ヤヤコ、楽たのしそうね。」

　ティナちゃんが話はなしかける。

「そりゃあ、このところ、塾じゅくと学がっ校こうとスーパー以い外がい、出でかけてなかったからね。」

　ヤヤコがめずらしく明あかるい声こえで答こたえる。あたしはホッと息いきをはいた。

　マルチをはがして、掘ほりやすいようにまわりの土つちをやわらかくしたら、サツマイモまであともう少すこしだ。

　リョウマ君くんがお手て本ほんに、地ち上じょうに出でているツルの根ねもとを両りょう手てでグッとつかみ、慎しん重ちょうに、引ひきぬいた。すると、色いろあざやかなサツマイモがゴロゴロと土つちの中なかから出でてきた。

「おお～。」

　まわりにいるメンバーから、歓かん声せいが上あがる。ティナちゃんが、期き待たいのこもった目めでサツマイモをながめながら言いう。

「なるほど、そういう感かんじでやるのね。」

「引ひっぱり方かたを気きをつけねえと、中なかで根ねが切きれて……。」

　リョウマ君くんがつづけて説せつ明めいしている最さい中ちゅうに、ティナちゃんはつかんでいたツルの根ねもとを、グッと力ちからまかせに引ひっぱった。

「ああ、うそおお。」

　ティナちゃんが引ひっぱったツルは、ぶちぶちっと土つちの中なかでいもが切きりはなされて、細ほそい根ねっこだけになっていた。

「こういうことになるので、注ちゅう意いな。」

　リョウマ君くんはたんたんと説せつ明めいを終おえた。

「だっさ。」

　ヤヤコが笑わらう。

「うるさいわね。やってみなさいよ。意い外がいとむずかしいから。」

　ティナちゃんとヤヤコが言いい合あっていると、

「あっ。」

　ナナミちゃんが遠とおくを見みて、声こえをあげた。

　みんなとは、はなれた場ば所しょで、ミウちゃんがツルを引ひきぬいていた。その根ねには、たくさんのサツマイモがからまっている。

「おお。うまい、うまい。」

　リョウマ君くんが拍はく手しゅをする。

「そんな、むずかしくないじゃん。」

と、ミウちゃんは得とく意いげな顔かおをした。

「なんか、あのドヤ顔がおがムカつく。ほんと、勝しょう負ぶごとが好すきよね。」

　ティナちゃんが不ふ満まんそうに言いった。

　もり上あがっているようなふんいきではないけれど、ぽつぽつとはなれた場ば所しょで、カレンちゃんもナナミちゃんも、いもを掘ほり出だすのに夢む中ちゅうになっている。

　うん。今いまのところ、大おおきな問もん題だいはない。そう思おもっていた矢や先さき、リョウマ君くんのスマホの着ちゃく信しん音おんが鳴なった。電でん話わを終おえて、もどってくると、

「悪わるい。おれ、ちょっと出でかけなきゃいけなくなった。あとのことは、ばあちゃんにたのんでおくから！」

　あたしたちに言いった。

「ええ!?　リョウマ君くん、行いっちゃうの!?」

　あたしはおどろきの声こえをあげる。ミウちゃんも気きになるのか、遠とおくでふりかえる。

「ほんと、すまん！　というわけで、あとは、女じょ子しだけで、たっぷりいもを食くってくれ！」

　リョウマ君くんはさわやかに言いいはなち、急いそいで自じ宅たくへもどっていき、さっさと自じ転てん車しゃに乗のって出でかけてしまった。

　ええ～、ムードメーカーのリョウマ君くんがいたから、なんとかここまで来こられたけど、だいじょうぶかな……？

　案あんの定じょう、リョウマ君くんが立たち去さったあとは、だれも何なにもしゃべらず、シーンと静しずまり返かえっている。

　その中なかを、ブンッと大おおきな羽は音おとを立たてて、黒くろい虫むしが飛とびまわった。そして、虫むしぎらいなカレンちゃんのもとへ飛とんでいった。
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「わあっ！　きゃ！　なんで、わたしばっか！」

　カレンちゃんは頭あたまをゆらしながら、手てにしていたサツマイモをふりまわした。

「いいかげん、なれろよ。」

　近ちかくにいたヤヤコが、あきれた顔かおをする。

「だって……、ほんとに虫むしは苦にが手てなんだもん。もう、いやっ！」

　カレンちゃんはサツマイモで、飛とんでくる虫むしをはらいのけようとする。ところが、サツマイモは、軍ぐん手てをはめていた手てからすりぬけて、きれいな弧こを描えがき、ドスンと音おとを立たてると、ミウちゃんの目めの前まえの土つちの上うえに落おちた。

　ミウちゃんに当あたらなくてよかったものの、カレンちゃんはおびえたように、あとずさりする。

「ごっ、ごめんなさ……。」

「あっぶないだろ！」

　ミウちゃんが、地じ獄ごくのとびらが開あいたような声こえで、さけんだ。そして、目めの前まえの土つちをつかんで、ぎゅっとにぎりしめると、カレンちゃんに向むかって投なげ返かえした。

「虫むしくらい、ほっとけよ！」

　ミウちゃんが投なげた土つちが、カレンちゃんのうでに当あたる。

「ちょっ、土つちはやめて、やだ。よごれるっ。」

　カレンちゃんは、白しろいカットソーのうでに飛とんできた土つちをはらい落おとす。

「はあ!?　いも掘ほりをするのに、白しろい服ふくなんか、着きてくんな！」

　ミウちゃんは顔かおをゆがませ、もういちど土つちを丸まるめて投なげつけると、カレンちゃんの胸むねのまん中なかに、土つちを命めい中ちゅうさせた。

「ひっ、ひどいっ。だって、ティナちゃんと会あうまで、いも掘ほりだなんて知しらなかったんだもん！」

「いも掘ほりって、言いってなかったの？」

　あたしはあわてて、ティナちゃんを見みた。

「だって、カレンに『いも掘ほり』って言いってさそっても、興きょう味みないかなと思おもって。リョウマ君くんちの畑はたけで『ＢＢＱバーべキュー』って言いったの。もう、しょうがないな。

　二人ふたりとも、投なげ合あってもいいけど、畑はたけだから、足あしもとには気きをつけ……。」

　ティナちゃんがあいだに入はいって、注ちゅう意いしようとしたとき、カレンちゃんの投なげた土つちが、ティナちゃんが着きていたパーカーの肩かたのあたりに当あたった。

「ごっ、ごめん。ティナちゃん……。」

　カレンちゃんはあやまったけど、ティナちゃんは目めを見み開ひらいて、よごれたパーカーを見みつめる。

「も～～～！　おこった！」

　ティナちゃんは、足あしもとに散ちらばるサツマイモのツルをつかむと、カレンちゃんに向むかって突とっ進しんした。ツルは、足あしもとまでたれ下さがり、ティナちゃんの足あしにからみそうだ。

「わっ、ごめん！　でも、やだ。やめてっ！　それは持もってこないで！」

　カレンちゃんは、必ひっ死しににげる。

「『ごめん！』とか言いっときながら、にげるんじゃないわよ！」

「ごめんなさいっ！　でも、それはムリ！　虫むしがいるのはムリ！」

　カレンちゃんはティナちゃんをよせつけないように、必ひっ死しに土つちをひろい上あげては、投なげつけながらにげる。そんなカレンちゃんに、どこかから飛とんできた土つちのかたまりが当あたった。

「じゃあ、土つちなら、いいんだ。」

　それを投なげたのは、ミウちゃんだ。

「えっ!?　二対たい一はずるいっ！」

　カレンちゃんは走はしりながら、必ひっ死しにうったえるが、ミウちゃんとティナちゃんは止とまらない。ミウちゃんは笑えみをうかべながら土つちを投なげる。

「よかったね。人にん気き者ものじゃん！」

「いっ、いやみ。」

「ちょっと、ミウ！　わたしに当あたってる！」

　両りょう手ていっぱいにサツマイモのツルをかかえて走はしるティナちゃんが、ミウちゃんをにらむ。

　三人にんが走はしりまわる様よう子すを見みていたヤヤコは、

「くだらなすぎ。」

　ため息いきをついて、いも掘ほりを再さい開かいした。けれどそこへ、畑はたけを一周しゅうしてきたカレンちゃんが走はしってきた。

「これでもくらえっ！」

　ティナちゃんが、持もっていたツルを、カレンちゃんめがけてほうり投なげる。

　ところが、からみ合あったツルの先さきが、ティナちゃんの足あしに引ひっかかり、カレンちゃんに飛とんでいくどころか、軌き道どうを変かえて、ヤヤコの頭あたまの上うえにふり落おちた。

「ごっ、ごめん。今いまのは想そう定てい外がい。」

　こんどはティナちゃんが、おそるおそる、あとずさる。

「だまって、いも、掘ほれっ！　でなきゃ、食くうな！」

　ヤヤコがツルを四し方ほう八はっ方ぽうに投なげ散ちらかし、そのひとつがミウちゃんに当あたった。

「いたっ。かたいものは反はん則そくだろっ。」

　ミウちゃんがとっさに、掘ほり起おこされたばかりの小ちいさなイモをつかんだ。あたしはあわてて土つちをつかんで、投なげた。

「食たべ物ものは投なげちゃダメ！」

　注ちゅう意いを引ひくために投なげたつもりが、こんなときにかぎって、ミウちゃんのトレーナーの胸むねにバシャッとかかった。

「うわあ、ごめん！　当あてるつもりはなかったの。」

「あやまるくらいなら、最さい初しょから投なげるなよ！」

「で、でも、だって、いもはダメだもん！」

　もう、何なにがきっかけで、だれが何なににおこって投なげているのか、よくわからない。女じょ子し五人にんで土つちを投なげ合あう混こん戦せん状じょう態たい。
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　そういえば、ナナミちゃんは!?

　この投なげ合あいの中なかに、ふいに、ナナミちゃんがいないことに気きがつき、畑はたけを見みまわす。

　すると、木きのかげにかくれるようにしゃがんでいるナナミちゃんを見みつけた。その様よう子すに気きづいたヤヤコが、ナナミちゃんに向むかって土つちをぶつけた。

「わっ。」

　おどろいたナナミちゃんが、土つちをはらう。

「何なに、ひとりだけフェードアウトしてんの。ほら、かかってきなよ。」

　ヤヤコはよゆうの表ひょう情じょうで、あおるように言いう。

「今いま、むかついた？　ねえ、何なに考かんがえているんだよ。」

「ナナミちゃんに、いちいち当あたらないで。」

　あたしが、ナナミちゃんに加か勢せいしようとしたとき、

「わたしだって、いろいろ、考かんがえているもん！」

　とつぜん、ナナミちゃんが立たち上あがり、土つちをつかんで投なげ返かえした。その土つちがヤヤコのほおをよごす。まさかの反はん撃げきに、ヤヤコの目めの色いろが変かわる。

　ナナミちゃん本ほん人にんも、そこにぶつかるとは思おもっていなかったようで、ヤヤコに背せを向むけると、一いち目もく散さんでにげだした。

「おいっ！　やりにげはずるい！」

　ヤヤコはダッシュで追おいかけるが、ナナミちゃんの逃にげ足あしが意い外がいと速はやく、二人ふたりはそのまま畑はたけ道みちをかけぬけて、家いえの裏うらへ消きえていった。

　一いっ方ぽう、ティナちゃんとミウちゃんにねらわれたカレンちゃんは、じりじりと倉そう庫このほうに追おいこまれていた。

　そのとき、ヤヤコからにげてきたナナミちゃんが、倉そう庫この裏うらから飛とび出だしてくると、そのまま止とまりきれずに、カレンちゃんに追つい突とつした。

「いたっ。」

　そこへ、同おなじように裏うらから飛とび出だしてきたヤヤコが、ナナミちゃんにぶつかる。

「ちょっとっ、あぶないっ。」

「わっ！」

「わあああ！」

　ヤヤコ、ナナミちゃん、カレンちゃんは、倉そう庫この前まえに集あつめられていた、ツルや草くさの山やまへなだれこんだ。

「みんな、だいじょうぶ？」

　あたしとティナちゃんが、いそいでかけよった。いちばん上うえにいるヤヤコから順じゅん番ばんに、みんなを草くさの山やまの中なかから、引ひっぱり起おこしていく。

　みんなが息いきを切きらしながら、おたがいに声こえもかけられずに立たっていると、

「……クックックッ。」

　ミウちゃんがこらえきれずに笑わらいだした。みんなも引ひきずられて、笑わらいだす。

「あんたたち、ひどすぎ。そのかっこう、やばいよ。」

　ヤヤコがお腹なかをかかえて言いった。

「ヤヤコ、ツルがまきついているし、ターザンかよ。」

　ミウちゃんも苦くるしそうに、お腹なかをおさえる。そんなふうに笑わらっているミウちゃんも、パーカーのフードの中なかは土つちだらけだ。

　さっきまで、血けっ相そうを変かえて追おいかけっこをしていたナナミちゃんも、笑わらいながら、ヤヤコにからまっているツルを取とっている。

「カレンもひどいよ。まっ白しろだったのに。ダルメシアン柄がらになってんじゃん。」

　ミウちゃんがニタニタしながらカットソーを指ゆびさした。

「あ～、せっかくおニューだったのに……。でも、どうでもいいや。」

　カレンちゃんはチラッとミウちゃんの顔かおを見みると、

「あのっ、みんな聞きいてください！」

　とつぜん、大おおきな声こえで言いう。

「文ぶん化か祭さいでのこと、ごめんなさいっ。わたし、またやらかしちゃいました。前まえに〝裏うらアカ〟で、大だい失しっ敗ぱいをやらかして、ティナちゃんにも迷めい惑わくをかけたくせに。また同おなじようなことをして、ほんと、ごめん！

　クラスの友ともだちって、みんなお嬢じょう様さまだったり、帰き国こく子し女じょだったり、とにかくすごい子こばかりで、それに引ひきかえ、わたしって、ちょーふつうでしょ。

　だから、なんか、こう、じまんできるものがほしかったっていうか……。だからって、あ～、もう、ティナちゃんとリョウマ君くんを使つかって、見み栄えをはろうとしちゃいました！」

　カレンちゃんは、はずかしそうに、だけど、いさぎよく言いい切きった。

「もう、いいってば。こっちも、あれだけおこったのは、自じ分ぶんの家か族ぞくとのことが重かさなっていただけだし。それが原げん因いんだったんだって気きづいたら、カレンのことがいやなわけじゃないんだって、わかったから。もうこの件けんは、べつにいいよ。どう？　二人ふたりは？」

　ミウちゃんは、あたしとナナミちゃんを見みた。

「うん。あたしも、いろいろと考かんがえちゃったけど、グループＬＩＮＥラインのアルバムを見みていたら、なんかやっぱり『夜よるカフェ』っていいなって。みんなといっしょなのっていいなって思おもった。つまんないことをいつまでも気きにしてバカみたいって……。」

　あたしも、カレンちゃんに向むかって答こたえる。

「わたしは、もともと〝陰いんキャラ〟だから、とくに気きにしてない。」

　ナナミちゃんは、ケロッとした顔かおで言いった。

「ううう、みんな～！　も～、わたしったら、ほんとにバカ、バカ。」

　カレンちゃんが涙なみだ目めになって、自じ分ぶんのツインテールを引ひっぱる。

「人ひとは失しっ敗ぱいをくり返かえす生いき物ものなんだから、しょうがない。」

　ヤヤコがしみじみと言いった。

「ヤヤコ、あんた、今いま、何なん歳さいよ？　なんか哲てつ学がく者しゃぶっちゃって！　ま、じゃあ、これにて一いっ件けん落らく着ちゃくってことで！」

　ティナちゃんがしめくくった。

「うん。だけどその前まえに、かたづけが……。」

　あたしは大だい事じなことを思おもい出だし、おそるおそるふりかえる。

　あんなに整せい備びされていたはずの畑はたけが、あちこちにサツマイモのツルや草くさがちらばり、ひどい状じょう態たいだ。

　けれどよく見みると、掘ほり起おこされたサツマイモやほかの作さく物もつは無ぶ事じで、あたしは胸むねをなでおろす。

　鈴すず木きさんに、なんて説せつ明めいをしよう。そう思おもった矢や先さき、

「まっ、ずいぶんにぎやかな声こえが聞きこえると思おもったら。派は手でないも掘ほりになったわね。」

　鈴すず木きさんが楽たのしそうに笑わらって、縁えん側がわに立たっていた。

「あのっ、すみませんでした！」

　あたしが頭あたまを下さげると、みんなも口くち々ぐちにあやまった。

「やだ、みんな頭あたまを上あげてちょうだい。いいの、いいの。楽たのしんでもらえてよかったわ。さっ、ここからは、わたしの出で番ばんね。おいしい焼やきいも、食たべさせてあげる。」

　鈴すず木きさんはニッコリ笑わらってピースサインを見みせた。この言いい方かたやふんいき、なんだかリョウマ君くんとそっくりだ。

　あたしたちが、かたづけをしているあいだに、鈴すず木きさんが縁えん側がわの前まえでたき火びを作つくり、焼やきいもの準じゅん備びをしてくれた。

　今いまから食たべるサツマイモは二週しゅう間かん前まえにとった分ぶんで、きょう掘ほり出だした分ぶんは、しばらく天てん日ぴ干ぼしをするらしい。

　そのあと陰かげ干ぼしをしてから保ほ存ぞんすると、いものでんぷんが糖とう分ぶんに変かわり、あまくなるそうだ。だから二週しゅう間かん後ご、また食たべにおいでとさそってくれた。

　炎ほのおがおさまって、準じゅん備びが整ととのうと、ぬれた新しん聞ぶん紙しでくるんだ上うえからアルミホイルをまいたサツマイモを、たき火びのすみにならべる。

　焼やきあがるまでのあいだ、あたしたちは火ひをかこむように、円えんになってすわった。太たい陽ようがかたむきはじめて、火ひが暖あたたかく感かんじる。

　鈴すず木きさんから、焼やきあがったサツマイモをひとつずつ受うけ取とると、熱ねつが冷さめてきたのを合あい図ずに、みんなでいっせいにかじりついた。

「あま～い。」

　ホクホクしたサツマイモを食たべて、ティナちゃんが目めを丸まるくする。

「ねっ、ねっ、言いったでしょ！　これなのっ、これをみんなで味あじわいたかったんだ。」

　あたしが、興こう奮ふんしながら話はなしていると、

「ハナビ。」

　ミウちゃんがよんだ。

「ん？」

「ありがとね。」

　食たべながら、ミウちゃんが、ぼそっと言いった。

「へへっ。ミウちゃんも焼やきいも仲なか間まだね。」

「それもあるけど、そうじゃなくて。こんなふうに、みんなと会あえる機き会かいを作つくってくれて、ありがとう。」

　ミウちゃんが、まじめな顔かおであたしを見みる。

「それからね、前まえから言いいたいって思おもっていたんだけど、わたしが『夜よるカフェ』のメンバーになること、みんなが反はん対たいしても、ハナビだけはずっと賛さん成せいし続つづけてくれたって聞きいているよ。

　なかなか口くちに出だして言いえないけど、ほんとに感かん謝しゃしているんだ。じゃなきゃ、今いまのわたしはないもん。高こう校こう進しん学がくも考かんがえられなかった。」

「ミウちゃん……。」

　あたしは初はじめて見みる、ミウちゃんのやわらかな表ひょう情じょうに目めがくぎ付づけになる。

「それから、ナナミも。」

　ミウちゃんは、今こん度どはナナミちゃんを見みた。

　ナナミちゃんは自じ分ぶんの名な前まえがよばれるとは思おもってもみなかったらしく、思おもわずいもをのどにつまらせそうになる。

「文ぶん化か祭さいのあと、ナナミからＬＩＮＥラインが来きたんだ。」

「ええ？」

　ナナミちゃんの意い外がいな行こう動どうに、みんながおどろく。あれだけヤヤコとミウちゃんを、こわがっていたのに!?

「カレンが、わたしの成せい績せきが上あがってきていることを、すごくよろこんでいたって、『ヤヤコちゃんと絶ぜっ対たいに同おなじ高こう校こうに行いってほしい。』って言いっていたよって、教おしえてくれたんだ。」

「そっ、そうだったの……？」

　カレンちゃんがまた目めをうるうるさせて、ナナミちゃんに声こえをかける。

「あっ、あの……。」

　ナナミちゃんがはずかしそうにうつむくと、

「『わたしなんかが、こんなこと言いうのもなんだけど、カレンちゃんがどれだけミウちゃんのことを思おもっているか、ミウちゃんにはどうしても伝つたえておきたいから。』ってね。」

　ミウちゃんが焼やきいもを食たべながら、補ほ足そくする。

「そのメッセージのおかげで、わたし、ちょっとだけ冷れい静せいになれたんだ。」

「ナナミちゃん！」

　カレンちゃんが、となりにすわっているナナミちゃんにだきついた。そして、真しん剣けんな表ひょう情じょうであたしを見みる。

「ハナビちゃんも、電でん話わしてくれて、ありがとう。ほんとは、ずっと『夜よるカフェ』に行いきたかったんだ。だけどきっかけがなくて、きょう、みんなと会あえなかったら、ずっと行いくタイミングをつかめないままだったかも……。だから、よかった～。」

「カレンって、こういうときは、ほんと素す直なおよね。」

　ティナちゃんが笑わらった。あたしも、胸むねがいっぱいだ。

「いろいろ気きまずいことがあっても、ケンカしても、こんなふうに本ほん音ねで話はなして、それでまたぶつかったりしても、やっぱり『夜よるカフェ』が〝みんなが帰かえれる家いえ〟になるといいな。」

　あたしは、じんわりとこみあげてくる思おもいを、みんなに伝つたえた。すると、

「もう、そうなっているよ。」

　ミウちゃんが、やさしく笑わらった。
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10　えっ？







　たくさん焼やきいもを食たべて、いっぱい写しゃ真しんを撮とって、お腹なかも気き持もちも満まん腹ぷくになって、〝サツマイモパーティー〟は終しゅう了りょうした。

　イベントが終おわるころにもどってきたリョウマ君くんは、みんなのよごれたかっこうを見みて、お腹なかをかかえて笑わらっていた。

　鈴すず木きさんから、おみやげにサツマイモをたくさんもらって帰かえるとちゅう、

「きょうは、すっかり鈴すず木きさんにお世せ話わになっちゃった。」

　ティナちゃんがうれしそうに、袋ふくろをのぞきながら言いった。

「あっ、そうだ。」

　あたしは思おもわず手てをたたく。

「前まえにママがよく作つくってくれていたスイートポテトパイがあるの。サツマイモのペーストを作つくって、それをパイ生き地じにのせて焼やくんだけど、すっごくおいしいんだ。それを作つくって、お礼れいに持もって行いこうよ！」

　あたしが声こえをかけると、ティナちゃんがうれしそうに答こたえる。

「賛さん成せい！　じゃあ、愛あい子こさんちに帰かえったら、シャワーをあびて、パイ作づくりね。今こん夜やは勉べん強きょうはお休やすみっ！」

「いいなあ～。わたしも、パイ、食たべたいな。」

　カレンちゃんがあまえたように言いう。

「あれだけ焼やきいもを食たべておいて、まだ食たべるの？」

　ヤヤコがおどろくと、ミウちゃんも手てを上あげた。

「わたしも、まだいける。」

「あんたたちね、言いっとくけど鈴すず木きさんへのお礼れいのパイを作つくるんだからね。」

　ティナちゃんがあきれた顔かおで念ねんをおす。

　けっきょく、家いえに帰かえるヤヤコとナナミちゃん以い外がいのメンバーは、このまま愛あい子こさんちでパイを作つくろうということになった。

　途と中ちゅうにあるスーパーでパイ生き地じを買かい、愛あい子こさんちに到とう着ちゃくすると、まずは順じゅん番ばんにシャワーをあびる。じゃんけんで勝かったミウちゃんからだ。

　あたしはミウちゃんとカレンちゃんの着きがえを用よう意いする。

　それから愛あい子こさんの仕し事ごと部べ屋やへ向むかった。きょうのことを、愛あい子こさんに報ほう告こくしないと。

　ところが、ドアをノックしたとき、中なかからかすかに声こえが聞きこえてきた。電でん話わをしているみたいだ。報ほう告こくはあとにしよう。

　全ぜん員いんがシャワーを終おえると、パイ作づくりに取とりかかる。あれだけたくさん焼やきいもを食たべたはずなのに、煮にこんだサツマイモのあまいにおいをかいでいるうちに、お腹なかがすいてきた。

「いいにおい……。」

　ミウちゃんが鼻はなをくんくんさせながら、鍋なべをのぞいた。

「これをね、焼やいたパイ生き地じにのせて、もういちど焼やくんだけど、このまま食たべてもおいしいんだよ。」

　あたしは、鍋なべの中なかで水すい分ぶんが飛とんでペースト状じょうになったサツマイモをスプーンですくい、ミウちゃんにわたした。

　ほんのりと湯ゆ気げが上あがっているペーストを、パクッと口くちに入いれたミウちゃんは、ちょっと熱あつそうな顔かおをしたあと、目めを大おおきく見み開ひらいた。

「うまっ。」

「でしょ？　バターをぬったトーストにのせて、食たべてもおいしいんだ。」

　あたしは、得とく意いげになってあごを上あげる。

「へ～。知しらなかった。」

　ミウちゃんはスマホを取とり出だして、これまでの料りょう理りの手て順じゅんを、メモアプリにうちこんだ。よっぽど気きに入いってくれたみたいだ。

　サツマイモのペーストが仕し上あがると、いよいよパイ作づくりだ。

　鈴すず木きさんちに持もっていく分ぶん以い外がいに、あたしたちも、ひとりひとつ分ぶんのパイを作つくることにした。

　みんなが入いれかわり立たちかわり、オーブンの中なかを何なん度どものぞきこみながら、待まつこと数すう分ふん……。こんがり焼やき目めがついたパイができあがった。

　けれど、焼やきたてほかほかのパイは、あっというまに、あたしたちのお腹なかの中なかへ入はいってしまった。

　満まん足ぞくそうに口くちもとをふきながら、カレンちゃんが声こえをかける。

「今いま、グループＬＩＮＥラインに、きょうのアルバムを作つくったから、写しゃ真しんをアップしてね！」

「カレンちゃん、いつもありがとう。きょうはあたしもたくさん撮とったから、食たべ終おわったらアップするね。」

　あたしはスマホを開ひらいて、答こたえた。

　ヤマト君くんにも早はやく写しゃ真しんを見みてほしいな。そうだ。今こん夜や、電でん話わをしてみよう。きょうのイベントのことを、ヤマト君くんに聞きいてほしい。

「ところで、きょう、リョウマ君くんってなんの用よう事じだったのかしら？」

　ティナちゃんが、思おもい出だしたようにたずねる。

「急きゅう用ようができた、としか聞きいてないよね。自じ分ぶんがいないほうが、女じょ子しだけで本ほん音ねが出だし合あえると思おもったのかな？」

　あたしは、きょうのことを思おもい出だしながら答こたえた。

「たしかに、リョウマ君くんなら考かんがえそうね。心しん配ぱいしてくれていたんだね。」

　ティナちゃんもうなずく。

「あっ、あのさ。わたし、クラスの子こにちゃんと話はなすね。リョウマ君くんが彼かれ氏しっていうのはうそでしたって。ちょっと、いつになるかは……、わからないけど。」

　カレンちゃんは、じょじょに声こえのトーンを落おとしながら、ぼそぼそと言いった。あたしの頭あたまの中なかに、ファミレスで聞きいた、カレンちゃんのクラスメイトの会かい話わが思おもい出だされる。

　あの子こたちはもう、カレンちゃんのうそに気きづいている。そう思おもった矢や先さき、

「べつに、言いわなくてもいいんじゃない？　っていうか、言いえないでしょ。」

　ミウちゃんはさらりと言いった。カレンちゃんは、

「うん。ほんとは、たぶん言いえない。ごめん。ちょっと〝背せのび発はつ言げん〟でした。」

　カレンちゃんは、さっさと自じ分ぶんの発はつ言げんを取とり消けした。

「そうよ。リョウマ君くんもぜんぜん気きにしていないみたいだから、平へい気きじゃない？」

　ティナちゃんはミウちゃんにウィンクをした。ティナちゃんにとっては、あくまでも『ミウちゃんはリョウマ君くんが好すき』ということになっているみたいだし、たしかにそうなのかもしれない。

　ミウちゃんはミウちゃんで、めんどくさそうな顔かおはするけれど、否ひ定ていはしなかった。

「そうだ！　ティナちゃんとハナビちゃん、月つき巳み大だい付ふ属ぞく高こう校こうに行いきたいんでしょ!?　もし、そうなったら、いっしょに帰かえってこられるね。」

　カレンちゃんが思おもい出だしたように言いった。

「この前まえ電でん話わで話はなしたときは、カレンちゃん、ちっともうれしそうじゃなかったのに。」

「ごめーん。だって、あのときは気き持もちが落おちてたから。よくよく考かんがえたら、それって最さい高こうって思おもったの。」

　話わ題だいが、まだ受うかってもいない高こう校こう生せい活かつに変かわったとき、

「みんな、おかえり。」

　愛あい子こさんがカフェに入はいってきた。

「あっ！　愛あい子こさん、見みて！」

　あたしは愛あい子こさんにできたてのパイを見みせて、〝サツマイモパーティー〟の報ほう告こくをした。ティナちゃんもミウちゃんたちも、次つぎから次つぎへと、きょうのことを話はなした。

　愛あい子こさんは笑え顔がおで聞きいてくれていたけれど、いつもより元げん気きがない。

「愛あい子こさん、何なにかあったの？　なんだか元げん気きがないみたい。」

　話はなしをとちゅうでやめて、あたしはたずねる。

「……ちょうどいいから、みんなも聞きいてほしいの。」

「はい……。」

　カレンちゃんもミウちゃんもティナちゃんも、愛あい子こさんから伝つたわってくる、何なにかいやなことが起おこりそうな気け配はいを感かんじ取とっている。あたしの心しん臓ぞうはバクバクしている。

　愛あい子こさんは席せきにすわると、ゆっくり口くちを開ひらいた。

「じつはね、裏うらのマンションが老ろう朽きゅう化かしていて、建たて直なおしをかねた都と市し開かい発はつをするんですって。この家いえも、その開かい発はつエリアに入はいっていて、立たちのきの話はなしが出でているの。」

　えっ？　体からだが固かたまった。みんなも固かたまっている。

　この家いえが立たちのき？　……ってことは？
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あとがき







　みなさま、あけましておめでとうございます。

　今こ年としもどうぞよろしくお願ねがいします。




　みなさんは、どんな年とし明あけを迎むかえたでしょうか？

　いよいよ二〇二二年ねんの幕まく開あけですね。

　去きょ年ねんは、一年ねん間かん延えん期きになっていた東とう京きょうオリンピックが無む観かん客きゃくという形かたちで行おこなわれましたが、そんな厳きびしい状じょう況きょうの中なかでも全ぜん力りょくで戦たたかう選せん手しゅたちの姿すがたに、コロナ禍かで不ふ安あんになっているわたしたちも、とてもはげまされました。

　また、アメリカの大だいリーグで大だい活かつ躍やくだった大おお谷たに翔しょう平へい選せん手しゅや、将しょう棋ぎの藤ふじ井い聡そう太たさんの勝しょう負ぶのゆくえにも一いっ喜き一いち憂ゆうしたり……。

　どんなに厳きびしい時ときでも、ちゃんと楽たのしいことやおもしろいことがあるんだなあと、しみじみ思おもいました。

　さて、今こ年としはどんな年としになるのでしょうか？

　わたしはこの一年ねん間かん、毎まい日にちストレッチ体たい操そうを、めずらしく欠かかさず続つづけることができています。

　これからもなんとか続つづけていけますように。




　考かんがえてみると、この『夜よるカフェ』で新しん年ねんのあいさつをするのは、四回かい目めとなります。

　もう十一巻かん!!

　これだけ長ながく続つづけてこられたのは、みなさんの応おう援えんのおかげです。ほんとうにありがとうございます。

　今こん回かいは、『夜よるカフェ』女じょ子しメンバー全ぜん員いんによる、はでなケンカの場ば面めんを書かきましたが、ケンカとはいえ、ちょっぴりコミカルで、書かきながら状じょう況きょうを想そう像ぞうして、クスクス笑わらってしまいました。

　みなさんからの感かん想そうを読よむと、

「『夜よるカフェ』みたいな場ば所しょがあったら、行いってみたい。」

「自じ分ぶんも、今いま仲なか良よくしている人ひとと、ハナビとティナちゃんみたいな友ともだち関かん係けいになりたい。」

「ティナちゃんみたいに、自じ分ぶんが思おもっていることをはっきりと言いいたい。」

「ハナビのように変かわれたらいいな。」

「自じ分ぶんに自じ信しんを持もつことの大たい切せつさを知しった。」

「自じ分ぶんの友ともだちとの関かん係けいに役やくに立たつ。」

「ヤマト君くんみたいな彼かれ氏しがほしい。」

「いやリョウマ君くんがいい。」……。

　ほんとうにたくさんの気き持もちが書かかれていて、思おもわず笑わらったり、心こころが熱あつくなったり、心しん配ぱいになったり、励はげましたくなったりと、わたしもいろんな気き持もちになります。

　みなさんが、自じ分ぶんの気き持もちを正しょう直じきに書かいてくれていて、うれしい!!

　だからもう、『夜よるカフェ』はみんなの居い場ば所しょです。

　と言いいながらも、じつはこのシリーズは次つぎの十二巻かんで、一いち応おう完かん結けつする予よ定ていです。

　これまで応おう援えんしてくださったみなさんに、う～んと喜よろこんでもらえる内ない容ようにしなくちゃと思おもっています。

　どうか最さい後ごまで、ハナビたちのこと、よろしくお願ねがいしますね～。

　同どう時じに、次つぎのシリーズのことも考かんがえているところです。十二巻かんの中なかで、何なにか発はっ表ぴょうできるかも!?

　ということで、次つぎの最さい終しゅう巻かんは六月がつに発はつ売ばいの予よ定ていです。

　毎まい巻かん毎まい巻かんすてきなイラストを描えかき続つづけてくださっている、たま先せん生せい、いつもありがとうございます。そして、この『夜よるカフェ』に関かかわってくださっているみなさまにも、心こころからの感かん謝しゃをお伝つたえして……。





読者のみなさまからのお便りをお待ちしています。

下のあて先まで送ってくださいね。

いただいたお便りは、編集部から著者へおわたしいたします。

〒112-8001　東京都文京区音羽2-12-21　講談社　青い鳥文庫編集部






この作品は書き下ろしです。







装丁　大岡喜直（next door design）

　　　久住和代





著者：倉橋燿子（くらはしようこ）

　広島県生まれ。上智大学文学部卒業後、出版社に勤める。その後、フリーの編集者、コピーライターを経て、執筆活動をはじめる。おもな作品に、『パセリ伝説（全12巻）』『パセリ伝説外伝　守り石の予言』「ラ・メール星物語」シリーズ、「魔女の診療所」シリーズ、「ドジ魔女ヒアリ」シリーズ、「ポレポレ日記ダイアリー」シリーズ、『生きているだけでいい！　馬がおしえてくれたこと』『小説　聲の形（全２巻　原作・大今良時）』（いずれも講談社青い鳥文庫）、『倉橋惣三物語　上皇さまの教育係』（講談社）、『風の天使エンジェル』（ポプラ社）などがある。





画家：たま

　岩手県出身。2009年、イラストレーターとして活動開始。初音ミクなどボーカロイドのイラストを数多く手がける。

　スマホゲーム「＃コンパス～戦闘摂理解析システム～」のマルコス'55のキャラクターデザインも手がける。





本作品は、二〇二二年一月、小社より講談社青い鳥文庫として刊行されたものを電子書籍化したものです。





◎本電子書籍内の外部リンクに関して





ご利用の端末によっては、リンク機能が制限され正しく動作しない場合があります。また、リンク先のｗｅｂサイト、メールアドレス、電話番号は、事前のご連絡なく削除あるいは変更されることもございます。ご了承ください。







夜よるカフェ⑪




二〇二二年二月一日発行

倉くら橋はし燿よう子こ

©Yôko Kurahashi 2022


発行者　鈴木章一

発行所　株式会社講談社

　　　　東京都文京区音羽二‐一二‐二一

　　　　〒112-8001






◎本電子書籍は、購入者個人の閲覧の目的のためにのみ、ファイルの閲覧が許諾されています。私的利用の範囲をこえる行為は著作権法上、禁じられています。
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